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土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

塩ビ製　７５φ

１　設　計　概　要

１－１　工事名称・その他

工事名称 敷地面積

２　外部仕上及び外構

２－１　外部仕上

(屋根防水)

軒　　　天

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ(笠木)

バルコニー

屋　　　根

下屋
第2種中高層住専･第1種住居･第2種住居･準住居
第1種低層住専･第2種低層住専･第1種中高層住専
用途地域

住　所
氏　名

工事種別
新築・増築・別棟増築・増改築・改築・移転

用途変更・大規模の修繕・大規模の模様替え

主要用途

(法42条2項による) 　　　　　( 　　　　　　　　坪　　　)

都市計画区域

内

外

市街化区域

市街化調整区域 開発許可

要

不要

法42条2項により

割愛された面積

　　　　　　　　　　　　　　㎡

　　　　　( 　　　　　　　　坪　　　)

近隣商業･商　業･準工業･工　業･工業専用
指定なし

 建ﾍﾟｲ率        %

防火地域
　　　　　　防　火・準防火・法22条の地域・指定なし

道路巾員

都市計画施設(道路・公園・緑地・河川・その他)

　　　　　　計画決定・事業決定・無し

 容積率         %

　　　　　　　　　　　　　　㎡

　　　側　　　　

事業主

　　　側　　　　

工　　期

竣工　　　　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日

着工　　　　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日　

その他の都市計画区域
特別用途(特別工業・文教・小売店舗・その他)・美観・風致・土地区画整理事業地区・宅地造成工業規制区域

高度・高度利用・特定街区・駐車場整備地区・電波伝播障害防止地区

１－２　構造・規格

主体構造
　　　　　　ＳＲＣ　・　ＲＣ　・　ＰＣ　・　Ｓ　・　ＬＧＳ　・　Ｐ　・　ＣＢ　・　Ｗ　・　その他(　　　　　　　)

構造材料

基　　礎

 塔屋　　　　　　　　層

 地上　　　　　　　　階

 地下　　　　　　　　階

１－４　主要面積

建築面積

延 面 積

駐 車 場
(延面積に含む)

申　請　部　分

　(　　　　　　坪　)

　(　　　　　　坪　)

　(　　　　　　坪　)

 　　　　　　㎡

 　　　　　　㎡

 　　　　　　㎡

申請以外の部分

　(　　　　　　坪　)

 　　　　　　㎡

　(　　　　　　坪　)

 　　　　　　㎡

　(　　　　　　坪　)

 　　　　　　㎡

合　　　　計

　(　　　　　　坪　)

　(　　　　　　坪　)

　(　　　　　　坪　)

 　　　　　　㎡

 　　　　　　㎡

 　　　　　　㎡

駐車台数

１－５　各 高 さ

標準地盤面の高さの差
全面道路の中心高と

　　　〃　　　　　　　　　　　　ｍ

　　　〃　　　　　　　　　　　　ｍ

標準地盤面より　　　　　　　　　ｍ

　　　〃　　　　　　　　　　　　ｍ

建築物の高さ　(令2条5)

基礎の深さ

最高の軒高

主階の床高

基準階の天井高

塔屋の高さ

その他

標準地盤面より　　　　　　　　　ｍ

床仕上面より　　　　　　　　　　ｍ

ＲFLより　　　　　　　　　　　　ｍ

煙突　　　　　ｍ　　　　屋上工作物　　　　　ｍ

建ペイ率　　　　　　　%≦

許容

%

容 積 率　　　　　　　%≦

許容

%

そ の 他 　外階段　　外廊下 　ﾋﾟﾛﾃｨｰ 　吹　抜
　ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ 　ﾎﾟｰﾁ 　ﾊﾞﾙｺﾆｰ　ﾃﾗｽ

１－６　収 容 数 建物の主要用途に対する計画収容数(例=客室・収容人数etc)

床 荷 重 備　　考

１－７　設　　備

放送 ・ ｲﾝﾀｰﾎﾝ

電　　　　　話

照　明　器　具

電灯･コンセント

動　　　　　力

幹　　　　　線

蓄　　電　　池

自　家　発　電

受　　変　　電

含まず含む

無
有

備　　考種　　　別

火 災 報 知 器

警　報　機　器

オンライン配管

テレビ共感ｱﾝﾃﾅ

非 常 用 照 明

避難口 誘導灯

含まず含む

無
有

備　　考種　　　別

給　　　　　水

給　　　　　湯

排　　　　　水

衛　生　器　具

ガ　　　　　ス

消　　　　　火

浄　　化　　槽

厨　房　器　具

空　気　調　和

暖　　　　　房

冷　　　　　房

換　　　　　気

床 暖 房

シ ャ ッ タ ー

自 動 ド ア ー

含まず含む

無
有

備　　考種　　　別

電

気

衛

生

空

調

換

気

その

他

敷　地　造　成

既存物件の処置

擁 壁 ・ 護 岸

道　路　補　償

解　体　工　事

移　転　工　事

１－８　その他の工事

準

備

仕

上

ﾃﾅﾝﾄ用間仕切造作

エレベーター

エスカレーター

ダムウェーター

昇

降

機

有

含む 含まず

無種　　　別 備　　考

受　　話　　器

家具 ・ 什器類

その他の備品

金　　庫　　扉

金　庫　内　棚

書庫・倉庫内棚

掲示板 ・ 黒板

社名板 ・ 表札

各種表示板文字

ブ ラ イ ン ド

カ　ー　テ　ン

カ ー ペ ッ ト

マ　　ッ　　ト

メールシュート

装　　飾　　物

そ

の

他

外　　　壁

腰（巾木）

犬　　　走

ポーチ

屋外階段

塔屋・煙突

２－２　外部建具

窓

出　入　口

シャッター

２－３　外部金物・その他

種　別 有 無

タラップ

ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ

横　　樋

竪　　樋

飾　　桝

換 気 口

２－４　工作物・その他

広 　告 　塔

独 立 煙 突

慶 芥 捨 場

物　　　　干

ゴンドラ設備

有
無

含む 含まず

種　別

看板・広告板

ガ　ラ　リ

延焼のおそれ

あ る 部 分

(法第2条6)

有 無種　別

丸　　環

物　　干

旗竿金物

手　　摺

門　　扉

面 格 子

備　　　考 備　　　考

２－５　外　構

有
無

含む 含まず

種　別

造　　　　園

構 内 舗 装

門

塀

テ　ラ　ス

運動･遊園施設

駐　車　場

備　　　考 備　　　考

図面変更 工　事　名

図　面　名

図面№

縮尺

設計

承認

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

一級建築士　　　登録　　第　207999 号

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
外構

意匠

機械

構造

電気

№

設 計 概 要 書 -

消防団車庫兼詰所

21 SD295
BCR295･SN400A･SN400B
SS400･SSC400･SN400C

2
　　　　　　　　　地耐力KN/㎡=　　　　　　　　　　　耐力KN/本=

　　　　　　　　　　　　地盤支持(ベタ・布・独立) 　　　

---

0.15

3.35

軽量ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ

収納棚3段

ｹｲｶﾙ板　ｔ＝6　EP

ALC(ｱ)50　複層仕上塗材E（ｱｸﾘﾙﾀｲﾙ）

軽量ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ

塩ビ製　120□

切り文字　250□

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

コンクリート金ゴテ直押え

電動ホース乾燥塔

建築場所

杭支持(ＲＣ・ＰＣ・鋼管・その他［柱状改良］　）

下妻市本城町2丁目22番地

　　　　　　　ｍ

7.65

7.10

茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦
一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（2507）

　　　　　　　ｺﾝｸﾘｰﾄ設計基準強度=N/m㎡(　　　　　)・鉄骨(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)・鉄筋(　　　　　)・その他(　　　　　)

アルミ笠木　W＝250

アルミサッシ（住宅用）

アルミサッシ（住宅用）

SD345

200

001

60

ルーフデッキ　H＝85　ｔ＝0.6　（ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ塗装鋼板）

ルーフデッキ　H85　ｔ＝0.6　（ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ塗装鋼板）　

平成　29
平成　29

36.50

68.00

36.50
11.02 11.02

20.54
68.00
20.54

15.95 60

20023.77

　　　下妻市消防団(第１分団１部)詰所新築工事

下妻市長　菊池　　博

茨城県下妻市下妻字上町丁104番1

612.05

西 　　　　　　　ｍ9.7

下妻市消防団(第１分団１部)詰所新築工事
令和     年     月     日７ ４



０７

００ 特記仕様書の取扱いについて

項目は，項目番号に，○印をつけたものを適用する。

細目は，●印をつけたものを適用する。

その他特記事項は，（　）内に記載する。

製造会社，施工会社指定については，後欄のメーカーリストに依るものとし，同等品以

上と読み替える事も可能である。但し，その使用，採用に当っては，係員の承認を受け

るものとする。

１

２

３

４

０１ 一般共通事項

１ ・ 本特記仕様書は，各共通仕様書及び補足事項に記載なき事項を特記す

るものであり，各工事において，他の工事との関連ある事項は，各々

該当の記載事項を参照する。

本工事の設計図書に関する疑義は，工事契約前に，質疑応答書をもっ

て確かめておくものとする。

設計図書に記載なくとも，外観上，構造上，設備上当然必要と認めら

れるものは，係員の指示に従い，請負金額の範囲内において施工する

ものとする。

本工事の設計図書等の優先順位は，下記による。

１．現場説明事項（質疑応答書を含む）

２．特記仕様書

３．各設計図

４．共通仕様書

５．公共規格及びこれに準ずる規格

本工事に使用する材料のうち，係員により指示のあるものに関しては

その成績表を提出し，又は係員の認める試験所で試験を行い，確認を

受けなければならない。なお試験に要する諸経費は，すべて請負業者

の負担とする。

本工事の施工に伴う，提出図書は，下記に定める他，必要に応じて，

係員と協議の上，作成するものとする。

提　出　図　書 部数 提　出　時　期 備　　　　考

１．工事請負契約書

２．工事工程表

３．現場代理人及び

　　　主任技術者届

４．協力業者名簿

５．メーカーリスト

６．仮設計画書

７．施工図，製作図

８．工事工程報告書

９．打合議事録

10．変更工事見積書

11．出来高承認願い

12．官公署届出書類控

13．材料試験報告書

14．工事竣工届

15．工事竣工引渡書

16．工事竣工図

契約時

契約後速やかに

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

実施15日前

１ケ月毎

その都度

 　〃

 　〃

 　〃

試験後10日以内

竣工時

　〃

竣工時より20日

控えとなるもの

ネットワーク工程表

経歴書

各工事毎

工事進捗表，写真，

日報

・

・

・

・

・

・

・

２

３

４

５

適用範囲

疑　　義

優先順位

材料試験

提出図書

０３

０４

土　　工　　事

地　業　工　事

０２

１ ・ 構　造 ： ・ 鋼版製 ・ ・木　製 その他 (

・ ： ・ ・ ・高　さ 1.5Ｍ 1.8Ｍ ３Ｍ以上

・ その他

・ ： ・ ・

・ その他

仕　上 仕上なし ﾍﾟｲﾝﾄ仕上

(

(

・ ：範　囲 道路面，および安全上必要と思われる範囲とする。

・ ：意　匠

・

損傷部は完全に復旧する。

工事完了後，建物引渡し前に全体の掃除を行い，公道の工事による

１ ・

仮 囲 い

工事着手前に根切方法，山留工法，排水方法，使用機器等を記した，

施工計画図を提出し，係員の承認を得るものとする。

・ 根切完了後，深さ，大きさ，床さらいの状態について，係員の承認を

得るものとする。

・ 特殊工法

・ ： ・ ・ ・ その他 (樹　木 移　植 伐　切

・ ： ・ ・ その他 (埋戻し 根切土使用

・ ・無 有・ ：盛　土

・

・

・ その他

場外搬出

・ 場内敷均し場内推積

敷地整理

埋戻し,盛土

残土処分

１ 地耐力試験 ・ ・不　要 必　要 (　　　　　) ケ所

・ 長期支持力 (　　　　　) t/㎡

・ ： ・ ・ ・ その他 (杭の種類 ＲＣ杭

・ ：長 さ 等 詳細については構造設計図特記による。

詳細については構造設計図特記による。・ 試 験 杭：

・ アースオーガー工法： ・ ・不要 必要 GL- ｍ迄(　　　　)

・ ： ・ ・ ・杭の種類 アースドリル杭 ベノト杭 深礎工法

・ その他 (

・ ：長 さ 等 詳細については構造設計図特記による。

詳細については構造設計図特記による。・ ：使用鉄筋

・ コンクリート 詳細については構造設計図特記による。：

・ 積荷試験： ・ ・不　要 必　要 (　　　　　) ケ所

既設杭地業

ｸﾘｰﾄ地業

場所打ｺﾝ

２

３

４

２

３

・４ 割栗　及び

　砂利地業

地業の種類 ： ・ ・ ・割栗 砂利 ・砂

・ その他 (

・ ： (　　　　　) m/m厚　さ

５ ラップル

ｺﾝｸﾘｰﾄ地業

・ コンクリートの調合 ： ・ ・セメント１ 砂３ 砂利６ (容積比)

・ コンクリートと玉石の比率 ： ・ ・ その他 (１：１

捨てコンク

リート地業

・ ： (　　　　　) m/m厚　さ

・ ：調　合 ・ ・セメント１ 砂３ 砂利６ (容積比)

６

７ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ

ﾌｨﾙﾑ敷き

・ ・不　要 必　要 厚０．１５m/m

８ 特殊工法 ・

０５ コンクリート工事

１ 鉄筋

ｺﾝｸﾘｰﾄ

・ コンクリートの種別 ： ・ 普通コンクリート ・ 早強コンクリート

・ その他 (

・ 設計基準強度 ： ・ ・

・

・ その他 (

・ ： ・混和剤等 減水剤 ・ 防縮剤

・ その他 (

・ ： ・ ・

・ その他 (

粗骨材 川砂利 砕石

・ ： ・ ・細骨材 川砂 山砂 ・ その他 (

・ ： ・コンクリートの供給 レディーミックスコンクリート

・ 現場コンクリート

・ その他 (

・ ： ・水セメント比 ６０ﾟ/Wt以下 ・ ７０ﾟ/Wt以下

・ その他 (

・ ： ・塩化物規制 ０．３Kg/コンクリート㎡以下

・ ０．３Kg/㎡～０．６Kg/㎡

ｺﾝｸﾘｰﾄ

２ 軽量

　(構造用 )

・ 粗骨材

・ 細骨材

・ 設計基準強度 ： ・ ・

・

：

：

・

・ 人工軽量骨材

人工軽量骨材

・ その他 (

・ その他 (

・ その他 (

・ ： ・気乾比重 １．８以下 ・ その他 (

ｺﾝｸﾘｰﾄ

３ 寒中 ・ 適用範囲 ：(　　)年(　　)月(　　)日～(　　)年(　　)月(　　)日

ｺﾝｸﾘｰﾄ

４ 無筋 ・ ：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

・ ：防水押え床かさ上げコンクリート

ｺﾝｸﾘｰﾄ

５ 軽量

(非構造用 )

・ ： ・ ・

・ その他 (

基準強度

・ ： ・気乾比重 １．８ ・ １．２ ・ １．１

・ その他 (

・ 粗骨材 ： ・ 火山砂利又は石炭ガラ ・ 人工軽量骨材

・ その他 (

・ 細骨材 ： ・ ・川砂 山砂 ・ 海砂

・ その他 (

６ 型　　枠 ・ 材　料 ： ・ 合板(厚１２m/m) ・ 縁甲板(厚　　m/m)

・ ・金属製型枠パネル その他 (

・ 工　法 ： ・ ボルト式 ・ 番線式 ・ その他 (

・ ： ・ ・剥離剤 使用不可 使用可 (

・ ：存置期間 建設省告示第１１０号による。

・ 打放しコンクリート仕上りのかぶり厚増 ： ・ ２０m/m

・ その他 (

・ コンクリート面の仕上り程度 ： ・ 目違い不陸等極めて少ない

良好な面とする。

・

・

目違い不陸等の少ない良好な

面とする。

打放しのままとし目違いばら

いを行う。

・ 木コン等による穴の仕上 ： 打放し仕上げの場合，保水剤入り

モルタルを詰める。

・ 面うちに仕上げる。

・ コンクリート面に合わせ仕上げる。

７ 試　　験 ・ 採取した試験体は工事現場等，請負業者の直接管理下にある場所

に保管する。

・ コンクリートの圧縮強度試験は，公認の試験所に於て行なうことを

原則とする。

８ 運搬及び

　　　打込

・ コンクリート打込に先立って，設計，施工条件を十分考慮し，

適切なる施工計画書を作成し，係員の承認をうけるものとする。

０６ 鉄　筋　工　事仮　設　工　事

１ ・一般事項 鉄筋の使用範囲は，構造設計図による。

・ 鉄筋の継手及び補強配筋等については，共通仕様書の他に，構造設計

図記載の，基準詳細図等を優先とする。

・ 鉄筋の加工，組立に際しては，あらかじめ鉄筋加工図を作成し，係員

の承認を受ける。

材　　料 ・ 普通鉄筋 ： ＳＲ２４(規格品)

・ ：異形鉄筋 ・ ＳＤ２４(規格品) ・

・ ・ ＳＤ４０(規格品)

・ その他 (

２

継　　手３ ・ ： ・種　　類 ガス圧縮継手 (　　　　・ １６φ以上 ・ １９φ以上　)

・ 重ね継手 ・

・ その他 (

４ 鉄筋

スペーサー

・ ： ・種　　類 金属製 ・ モルタル製 ・ 塩ビ製

・ その他 (

鉄　骨　工　事

１ ・一般事項 使用範囲及び区分は，構造設計図による。

・ 鉄骨の継手，仕口及び補強部分その他については，共通仕様書の

他に構造設計図記載の，基準詳細図等を優先する。

工作図または，原寸図(型板および定規を含む)を作成し，係員の検

査を受ける。

・

２ 普  通  鋼

根 切  り

・ ： ・ ・形鋼･鋼板 ・

・

・ その他 (

・ ：軽量形鋼

・ ： ・鋼　　管

・ その他 (

・ ： ・高力ボルト Ｆ８Ｔ ・ Ｆ１０Ｔ ・ Ｆ１２Ｔ

・ ：普通ボルト

・ ：リベット ＳＶ４１Ａ(規格品)

アーク熔接継手

・ ：熔接材料

・ ：防錆塗装 素地調整の程度 ・ 第一種ケレン(ブラスト法)

・

・

第二種ケレン(機械的作業)

第三種ケレン(手工具作業)

： 錆止塗装は，仕上塗装種別に応じた同系錆止塗料

とする。

： 塗装回数は，工場１回，現場１回，但し組立後

塗装不可能な部分は，工場２回塗りとする。

・ ：仕上塗装 ・ オイルペイント ・ グラファイトペイント

・ その他 (

３ 耐候性

　高張力鋼

・ ： ・鋼　　材 ＳＰＡ　Ｈ/Ｃ ・ ＳＭ５０Ａ/Ｂ/Ｃ

・ ＳＭ５０ＢＣ ・ その他 (

・ ： ・高力ボルト Ｆ８Ｔ ・ Ｆ１０Ｔ ・ Ｆ１２Ｔ

・ ： ・使用材料 裸使用 ・ 表面処理 ・ ウェザーコートⅠ

・ ウェザーコートⅡ

・ その他 (

・ ：熔接材料

ＪＩＳ・Ｚ・３２１１規格に適合するもの。

ＪＩＳ・Ｚ・３２１２規格に適合するもの。

工　　法 ・ ボルト工法 ・ 熔接工法(アーク熔接)

・ その他 (

４

熔接部の５

　　　試験

・ ・

・ その他 (

試験の種別 超音波探傷試験 ・ Ｘ線検査

６ 熔接工の

　技量確認

・ ・行なう 行なわない

７ 試  作  品 ・ ・必要 不必要

ＰＨＣ杭

１８N/m㎡ ２１N/m㎡

２２．５N/m㎡

２２．５N/m㎡

１８N/m㎡ ２１N/m㎡

Fc=２１N/m㎡　スランプ１５㎝以下とする。

Fc=１３．５N/m㎡

９N/m㎡ １３．５N/m㎡

ＳＤ２９５Ａ(規格品)

ＳＤ３４５(規格品)

ＳＳ４００ ＳＮ４００Ｂ ＳＮ４００Ｃ

ＳＳＣ４００

ＳＳＣ４００(規格品)

ＳＴＫＲ４００

ＳＳ４００とし等級は中ボルト程度とする。

砕石

既設建物と今回工事の取り合い部分，その他で斫りおよび工事の都合

などにより破損，損傷された箇所は，今回工事仕上げ及び，旧工事，

仕上同材にて完全に補修しなければならない。

・７ 既設部分

　との取合

別途工事についての工事工程ならびに，納まり等に関して，別途工事

業者と密接に連絡し，調整に当らなければならない。

・８ 別途工事

・ 全使用材料のMSDSｼｰﾄ（科学物資等安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ）提出

竣工写真は、アルバム貼付にて提出の事。　　　　　　　（Ａ４版）

10 ｼｯｸﾊｳｽ対策

建物竣工引渡し後　　　　年以内において工事不良のため，生じたと

認められる損害は，請負者の負担にて，敏速丁寧に復旧する。

本工事施工に際しては，本工事場所が，工事による騒音，振動などに

ついて地域規制されていないかを確め，規制されている場合は，規制

に従い，施工計画を立て，関係官庁の指導を受ける。

・

・

９ 工事保障

　　その他

工事の円滑な進行を計るため，係員の指示により，工事期間中定期的

に各工事責任者を召集し，打合わせを行うものとする。

請負者は，定例打合会議々事録をとり，その都度係員の承認を得るも

・

・

６ 定例打合

　　　会議

のとする。

18．工事保証書

19．鍵リスト

竣工時

　〃 指定ボックス入

20．CADデータ

21．MSDSﾃﾞｰﾀｼｰﾄ

17．工事竣工写真 　　　〃 Ｌ版（外観室内共）

A2二つ折り　2部

A3縮小版　1部

工事竣工図は，黒文字入２つ折製本とし，三部提出する。（Ａ２・Ａ３版）

2

3

3

3

3

3

3

2

2

2

2

3

3

3

3

2

1

1

2

1

3

1

２

３

工事用

　仮設道路

工事出入口

・ ：構　造 ・ ・ ・ その他 (ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ造 木　造

・ ： ・ ・ ・規　模 10㎡内外 20㎡内外 35㎡内外

・ その他 (

・ ： ・備　品 机，椅子，書類及び図面棚，図板，定規，黒板，

温湿度計，テストハンマー，ノギス，安全帽

来客用安全帽，長靴，水平垂直器，ロッカー

・ その他 (

・ ： ・ ・設　備 給排水,給湯設備電灯 ・ 電話 ・ 冷蔵庫

・ 消化器 ・ インターホーン ・ クーラー

・ その他 (

・ 係員詰所は工事打合わせに便利なように請負事務所に隣接して建てる。

詰所に係る諸経費は，一切請負者の負担とする。

・ 本工事現場に掲示する看板は，大きさ，書体，仕上げ，取付位置など

あらかじめ係員と協議する。

・ 利用できる ( )・　有償 ・　無償 ・ 利用できない

・ 工事上撤去，移設を要する軽微なものは，本工事の範囲とする。

・ 標準Ｇ.Ｌ.の決定及び，Ｂ.Ｍ.の設置は，係員の立会いのもとに行う。

・ 本工事の施工に当り，付近住民，隣接建物，工作物，通行人に対して

損害を与えないように，必要な保護設備を計画し，係員及び各関係の

承認を得て実施する。万一損害を与えた時は，速やかに応急手当，復

旧工事をし，これに要した費用は，請負者の負担とする。

係員詰所

看　　板

工事用水電力

障害物の処理

設計Ｇ.Ｌ.

保護設備

(現場事務所)

４

５

６

７

８

９

・

・

設ける

構　造

：

：

・

・

材質 ・

・

幅

枚数

・ ・

・ 延長 　　枚

　　Ｍ

　　Ｍ

ｼｰﾄｹﾞｰﾄ ﾊﾟﾈﾙｹﾞｰﾄ 電動ｼｬｯﾀｰ

・ ： ・

・ 高　さ ： ・ ・ ・4.5　M 5.0　M

・ 幅 ： ・ ・・3.6　M 6.0　M ・ 6.8　M4.0　M

その他 (

・ ： ・ ・仕　上 仕上なし ﾍﾟｲﾝﾄ仕上

材　質 防災・防水ｼｰﾄ

・　その他

・ 鋼製複層板 　　（

・ 全使用材料の試験報告書　又は商品内容証明書　提出

150

・

・ ＢＣＲ４００・ ＳＴＫ５０

図面変更 工　事　名

図　面　名

図面№

縮尺

設計

承認

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

一級建築士　　　登録　　第　 207999 号

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦 外構

意匠

機械

構造

電気

№

－
特記仕様書－１

BCR295

(

50
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仕上(　　　　)

８ 責任保証 ・ 工事請負者及び施工会社は，記名捺印の上，下記保証期間の保証書を

３部係員に提出するものとし，事故を生じた場合は，無償にて補修復

旧なすものとする。

・ アスファルト防水：１０年間

・ シート防水： ( )年間

・ 塗膜防水： ( )年間

・ モルタル防水　　：　５年間

・ その他 (

６ 止 水 板 ・ 地下階コンクリート打継ぎ箇所止水板 ： ・ 不要

・ 必要 ・ クロロプレン

・ 合成樹脂

７ 目地押え

　伸縮目地

・ ： ・目地材料 エラスタイト＋アスファルトコンパウンド (巾　　　m/m)

発泡樹脂板＋アスファルトコンパウンド (巾　　　m/m)

・ その他 (

・

・ ： ・工　法 アスファルトコンパウンドは，防水押え仕上り面より

5m/m下りに充てんしエラスタイト以外の目地棒は必ず

撤去する。

・ ： ・

・

・

・

・ その他 (

・

・４

１ ・

２

０８ 組　積　工　事

１ ｺﾝｸﾘｰﾄ

 ﾌﾞﾛｯｸ

・ ： ・ ・ ・種　別 Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 (防水)

・ ： ・厚　さ １００m/m ・ １２０m/m ・ １５０m/m

・ １９０m/m

・ ：補強鉄筋

２ 煉瓦

　(レンガ)

・ ： ・ ・ ・種　別 普通 耐火 焼過ぎ

・ その他 (

・ ： ・ ・ ・使用個所 化粧 塗下 防水押え ・ 煙道

・ その他 (

３ ＡＬＣ版 ・ 形状・寸法： ・ 外壁 (　　　　　) m/m ・ (　　　　　) m/m間仕切壁

・ (　　　　　) m/m ・ (　　　　　) m/m床版 屋根板

・ 目地コーキング材： ・ 弾性 ( ・ ポリサルファイド系

・

・

・

シリコン系

ポリウレタン系　)

アクリル系・ 塑性 ( ・ ブチル系　)

・ 油性

・ その他 (

・ ：取付金物 ＳＳ４１を原則とし，亜鉛メッキ処理を原則とする。

４ ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

・ 本工事は，事前に指定製作所に於て設計図及び仕様書に基づきあらか

じめ製作，組立工法の詳細について，施工図及び，施工計画書を提出

し，係員の承認を受けた後工事に着手する。

・ コンクリートの種別： ・ 軽量コンクリート(構造用)

・ 普通コンクリート

・ ：混和剤の有無 ・ 必要 ・ 不必要

・ ：コンクリートの強度 (　　　　　) Kg/c㎡

・ ： ・ ・型　　　　枠 木製 金属製

・ その他 (

・ ： ・シーリング材 ポリサルファイド系

・ その他 (

・ ： ・取付金物の防錆処理 シンクロメートメッキ処理

・ 亜鉛メッキ処理

・ その他 (

・ ： ・ 必要 ・ 不必要原寸試作品

０９ 防　水　工　事

１ 一般事項 ・ 本工事は，すべて責任施工とする。

２ ｱｽﾌｧﾙﾄ

　　防水

・ ： ・ ・ ・種　別 歩行用屋上防水 露出屋上防水 室内防水

・ その他

３ ｼｰﾄ防水 ・ ： ・種　別 合成ゴム系シート防水　厚 (　　　　) m/m

・ (　　　　) m/m合成樹脂系シート防水　厚

・ その他 (

４ 塗布，

　塗膜防水

・ ： ・種　別 (　　　　) m/mウレタン塗布防水　　　厚

・ (　　　　) m/mゴムアスファルト塗布防水　厚

・ その他 (

５ ・ ：種　別 ・ その他 (

９ ｺｰｷﾝｸﾞ材 外部建具廻り ポリサルファイド系

ポリウレタン系

油性系

シリコン系

コンクリート打継目地 ： ・ ポリサルファイド系

・

・

・

・ その他 (

ポリウレタン系

油性系

シリコン系

・ 充てんは(　　　)m/m＊(　　　)m/mを最小とする。バックアップ材

を使用するものとし，発泡樹脂成型材とする。

１０ 石　　工　　事

１ 一般事項 ・ 石材は，傷，腐れ又は亀裂を生ずる恐れのある筋や欠点の少ないもの

とし，色，仕上面の材質は，サンプルにより，指定する。

・ つなぎ金物の太柄，鎹，千切類は防錆処理を施した鋼又は，真ちゅう

製とする。

・ 仕上の種類は，次の記号を用いる。 Ａ＝本磨き　　　Ｂ＝水磨き

Ｃ＝粗磨き　　　Ｄ＝小叩き

Ｅ＝ひき肌　　　Ｆ＝ビシャン叩き

２ 材　　料 ・ 大理石 ： ・国産 ・外国産 ・板厚 (　　　　) m/m ・仕上(　　　　)

・ ： ・国産 ・外国産 ・板厚 (　　　　) m/m ・花崗石

・ ： ・国産その他 ( ・外国産 (

・板厚 (　　　　) m/m ・仕上(　　　　)

・ テラゾーブロック ： ・ 種石 (　　　　)

(　　　　) m/m 仕上(　　　　)厚

１１ タイル工事

１ 一般事項 ・ 指定製造会社の製品により，見本品を提出し，係員の承認を受ける。

タイル割付図を作成し，指定の個所は役物を用いるものとし，係員の

承認を受ける。

・

・２ 工　　法 伸縮目地：垂直方向には，柱間毎に（柱型がない場合）あるいは

　　　　　柱型の両側（柱型がある場合）に設ける。

　　　　　水平方向には，各階毎に設ける。

・ タイル張工法： ・ 圧着工法 ・ 団子張工法 ・ 接着張工法

・ 打ち込み工法 ・ その他(

３ 普通タイル ・ せっ器タイル (　　　)m/m＊(　　　)m/m＊厚(　　　)m/m

・ (　　　)m/m＊(　　　)m/m＊厚 m/m

・ (　　　)m/m＊(　　　)m/m＊厚(　　　)m/m

・ (　　　)m/m＊(　　　)m/m＊厚(　　　)m/m

・ (　　　)m/m＊(　　　)m/m＊厚(　　　)m/m

・ (　　　)m/m＊(　　　)m/m＊厚(　　　)m/m

磁器タイル

モザイクタイル

クリンカータイル

その他 (　　　　)

４ 特殊タイル ・ (　　　)m/m＊(　　　)m/m＊厚(　　　)m/m

・ (　　　)m/m＊(　　　)m/m＊厚(　　　)m/m

・ (　　　)m/m＊(　　　)m/m＊厚(　　　)m/m

・ (　　　)m/m＊(　　　)m/m＊厚(　　　)m/m

・ (　　　)m/m＊(　　　)m/m＊厚(　　　)m/mその他 (　　　　)

窯変タイル

模様入タイル

外国産タイル

１２ 木　　工　　事

１ 一般事項 ・ 土台・床下地は，薬液による防虫処理剤を使用する。

・ ラワン材使用の場合は，加熱による防虫処理剤とする。但し係員の承

認を受けて，薬液による防虫処理を使用してもよい。

・ 水廻り及び框，敷居類は，檜又は，同等以上の堅木を使用するものと

する。

２ 樹種及び

　　　等級

・ 見え隠れ材

・

・

・

・

和室造作材

一般造作材

枠　　　材

集成材の表面

： ・ 樹種( ・ 等級(

： ・ 樹種( ・ 等級(

： ・ 樹種( ・ 等級(

： ・ 樹種( ・ 等級(

： ・ 樹種( ・ 等級(

３ 防腐・防虫

　　の処理

・ 見え隠れ部分の抱水面上に接する部分，及び地盤より１ｍ以内の部分

に行うものとする。

１３ 屋　根　工　事

１ ・亜鉛鉄板葺 材料 ： ・亜鉛鍍鉄板 ・片面カラー鉄板 ・ビニール被覆鉄板

・その他(

・ ： ・板厚

・ ： ・工法 平葺( ・一文字葺 ・ひし葺 ・瓦棒葺 )

・ ・波板葺( 大波 ・小波 )

・ ： ・形状 長尺 ・規格

・ ： ・野地板 ドリゾール板　　厚 (　　　　) m/m

・ (　　　　) m/m

・ (　　　　) m/m

木毛セメント板　厚

杉荒板　　　　　厚

・ その他(

・ ： ・下葺 アスファルトルーフィング(２２Kg以上)

・ アスファルトフェルト(２０Kg以上)

・ その他(

２ スレート葺 ・ ： ・材料 石綿大波 ・石綿小波 ・石綿平波 ・リブ

・その他(

３ 折版構造 ・ 材料 ： ・亜鉛鍍鉄板 ・片面カラー鉄板 ・ビニール被覆鉄板

・その他(

(　　　　) m/m

・ ： ・板厚 (　　　　) m/m

・ ： ・被覆 耐火(

・ 断熱(

・ ：工法 指定製造所の仕様による。

４ ｱｽﾌｧﾙﾄ

ｼﾝｸﾞﾙ葺

・ 材料・工法 ：

１４ 金　属　工　事

１ 一般事項 ・ 工事にあたっては，製作図を提出の上係員の承認を受けるものとする。

２ 防錆処理 ・ ： ・外部金物 ジンクロメートメッキ処理 ・ 亜鉛メッキ処理

・ その他(

・ ： ・内部金物 ＪＩＳ(鉛丹ジンクロメート錆止塗料)に規定する。

塗料１回塗とする。

・ 取付用下地金物 ： ・ 指定なき限り亜鉛メッキ処理とする。

３ 軽量鉄骨

天井及び壁

下地材

・ 軽量鉄骨天井下地および，壁下地は指定製造所製品とし，防錆処理は

ジンクロメートメッキ処理，または亜鉛メッキ処理を施したものとす

る。

金属製階段

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

材質・巾 ： ・ ステンレス製 (　　　　) m/m ・ (　　　　) m/m

・ 鉄製 (　　　　) m/m ・

アルミ製

真鍮製 (　　　　) m/m

・ ： ・型　　式 タイヤ入 ・ タイヤ無

５ ルーフ

　ドレイン

・ 材　　質 ： 鋳鉄製コールタール焼付仕上げとする。

・ ： ・取付工法 先付け工法 ・ 後付け工法

６ マンホール ・ ： ・種類 並型 ・ 防水型 ・ 耐重型 ・ 防臭型

・ 錠（・ 有 ・ 無　）

・ ： ・材質 鋳鉄製 ・ アルミ枠製 ・ その他

・ ： ・型式 丸型 二重型化粧マンホール・ ・角型

・ その他（

７ 天井改め口 ・ ： ・材質 アルミ枠製 ・ ステンレス枠製 ・ その他（

・ ： ・寸法 ４５０m/m角 ・ ６００m/m角 ・ その他（

８ 格　子　蓋 ・ ： ・材質 鋳鉄製 (　　　　) m/m ・ ステンレス製 (　　　　) m/m

・ その他（

・９ 製作金物 材質・形状等は，設計図によるものとする。

１５ 左　官　工　事

モルタル塗 モルタルは亀裂防止剤，接着剤，防水剤その他の混和剤を必要に応じ

て係員と協議の上使用するものとする。

・ 塗厚　内壁 ： ・ ２０m/m ・ (　　　　) m/m

： ・ ・ (　　　　) m/m

： ・ ・ (　　　　) m/m

２５m/m

３０m/m

　　　外壁

　　　床

防水

モルタル壁

・ 防水剤は指定製造会社の製品とし，モルタルの項に準じて仕上げる。

調合容積比　セメント：１

　　　　　　砂　　　：２

　　　　　　防水剤（製造会社の指定量）

３ プラスタ壁 ・ ： ・種類 ドロマイトプラスター ・ 石膏プラスター

・ ＡＬＣ版用プラスター ・ その他（

・ ラスボード ： ・ 厚　９m/m ・ 厚　７m/m ・ その他（

４ 吹付タイル ・ ： ・種類 無機質系 ・ 有機質系 ・ その他（

・ ：仕上 （

５ リシン吹付 ・ ： ・種類 アクリル系 ・ セメント系 ・ その他（

・ ：仕上 本施工前に見本吹きを行い，吹付回数を決定する。

・６ 白セメント 白セメントにドロマイトプラスター（上塗用）を１０%混和水練り

したものをこして使用するものとし，２回吹付とする。

７ 岩綿吹付 ・ ： ・種類 吸音用 ・ その他

・ ： ・吹付厚 １０m/m ・ １５m/m ・ ・２０m/m ２５m/m

・ ３０m/m ・ その他（

・ ： ・色 着色 ・ 原色

・ ：仕　上 ・ 吹付 ・ こて押え

・ ： ・種類 ・８ 石綿吹付 断熱用 耐火被覆用 ・ 吸音用

・ その他（

・ ： ・吹付厚 (　　　　) m/m

・ ： ・色 着色 ・ 原色

・ ：仕　上 ・ 吹付 ・ こて押え ・ エンボス仕上

・ その他（

９ ひる石吹付 ・ ： ・種類 吸音用 ・ その他

・ ： ・吹付厚 ・３m/m ５m/m

・ ： ・色 着色 ・ 原色

・ ：仕　上 ・ 吹付 ・ ・ こて押えかき落し

１０ 人造石塗り ・ ：仕　上 ・ ・ ・水磨き 粗磨き 小叩き ・ かき落し

・ その他（

・ ：仕　上 ・ ・ ・水磨き 粗磨き 小叩き ・ かき落し

・ その他（

１１ テラゾー

　　現場塗

１２ 塗　床　材 ・ ： ・種類 硬質着色床 ・ 合成樹脂ビニール系

・ 合成樹脂エポキシ系 ・ その他（

陶器タイル

m/m＊(　　　)m/m＊厚 m/m(　　　)

・ ： ・ ポリウレタン系ﾊﾟﾈﾙ目地

(　　　)

(　　　)

・ 内部 ： ・ MSDSﾃﾞｰﾀｰｼｰﾄ　提出

４ ｼｯｸﾊｳｽ対策 ・・ MSDSﾃﾞｰﾀｰｼｰﾄ　提出

ｼｯｸﾊｳｽ対策

ｼｯｸﾊｳｽ対策

ｼｯｸﾊｳｽ対策

３ ・ ： ・ MSDSﾃﾞｰﾀｰｼｰﾄ　提出

５

内部　接着剤

・ ： ・ MSDSﾃﾞｰﾀｰｼｰﾄ　提出内部　接着剤

接着剤・集成材・防虫土台等

横筋Ｄ１０＠６００m/m

縦筋Ｄ１０＠４００m/m

開口補強筋Ｄ１３

10 10

(　　　)m/m＊(　　　)m/m＊厚 m/m(　　　)

図面変更 工　事　名

図　面　名

図面№

縮尺

設計

承認

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

一級建築士　　　登録　　第　 207999 号

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦 外構

意匠

機械

構造

電気

№

－

10

Ｇ＝割　肌　　　JB＝ｼﾞｪｯﾄﾊﾞｰﾅｰ

30

テラコッタタイル

・ (　　　)m/m＊(　　　)m/m＊厚(　　　)m/m

・ 材料・工法 ：その他の

　　屋根葺

　　樋 ・ ： ・竪樋 ・ 塩ビパイプ(φ　　　m/m)

・ ： ・谷樋 カラー鉄板

・ その他(

・ ： ・ カラー鉄板

・

軒樋

・ ： ・防露 建物内部に取付く部分は図示なき限りガラス繊維保温筒

厚２５m/mの上アスファルトフェルト巻ビニールテープ押

えとする。

・ 材料・工法 ：

・ 材料・工法 ：

５

６

７

８ 銅管(　60□　m/m)

その他(

瓦葺き

銅板葺き

ｼｯｸﾊｳｽ対策 ・ 内部　吹付け材・接着剤 ： ・ MSDSﾃﾞｰﾀｰｼｰﾄ　提出

１３ ・ ： ・ MSDSﾃﾞｰﾀｰｼｰﾄ　提出

１４

珪藻土塗り 内部　2.0　mm以上とする。

・ 外部　5.0　mm以上とする。

特記仕様書－２

FRP防水

50

0.6

75

塩ビ製　120□

003
一級建築士事務所登録 茨 第（ A） 2399号（2507）

令和   年   月   日７ ４
下妻市消防団(第１分団１部 )詰所新築工事



・

・

１１ ｼｯｸﾊｳｽ対策 ・・

・

１ ・ ： ・

・

・

・ ：

２

３

４

３

１ 一般事項 ・

２ ・ ： ・

３

１６ 建　具　工　事

アルミ建具 種　類 レディーメード製品 ・ イージーオーダー製品

オーダーメード製品 ・ その他（

・ ：型　式 レギュラー ・ セミエアータイト ・ エアータイト

・ その他（

仕　上 ・ アルマイト仕上 ・ 自然発色皮膜 ・ 電解着色皮膜

・ その他（

鋼製建具 ・ ： ・種　類 普通鋼板 ・ ボンデ亜鉛鋼板 ・ ボンデ鋼板

・ 耐候製板 ・ その他（

・ ： ・鋼板厚さ 窓・出入口・三方枠・方立・無目等は厚さ２．３m/m

沓摺はステンレス製厚さ２m/m

・ ： ・防錆処理 ジンクロメート錆止塗料一回塗 ・ その他（

・ ： ・防音処理 防音扉の性能は３０ｄｂ以上とする。

・ 外部廻り，機械室，その他騒音を生じる個所の鋼製

ドアー枠はスポンジネオプレーン気密材を用いて気

密にする。

ステンレス

　　製建具

・ ： ・種　類 レディーメード製品 ・ オーダーメード製品

・ ： ・仕　上 ヘアーライン仕上 ・ バフ仕上

・ エッチング仕上 ・ ミラー仕上

・ その他（

・ ： ・曲げ加工 普通曲げ ・ 角出し曲げ ・ その他（

シャッター ・ ： ・種　類 重量電動シャッター ・ 軽量電動シャッター

・ 軽量手動シャッター

・ 防煙・防火シャッター（ ・ 甲種 ・ 乙種　　）

・・ ：型　式 差込型 ・ パイプ型 ・ リベット綴り型

・ ネット型 ・ 波型 ・ その他（

・・ ：機　構 巻上げ式 ・ 横引式 ・ 水平式

・ その他（

・ レール・マグサ ・： ステンレス製 ・ 鋼板製

・ ・： ステンレス製スラットの種類 ・ アルミ製 ・ 鋼板製

・：　　　　　厚さ 厚１．６m/m ・ 厚１．２m/m ・ 厚０．８m/m

・ 厚 (　　　　) m/m

５ 自動扉装置 ・・ ：動力方式 油圧式 ・ 空気圧式 ・ 電気圧式

・ その他（

・・ ：制御方式 マットスイッチ式 ・ タッチスイッチ式

・ 光電スイッチ ・ その他（

木製建具６ ・・ ：一般事項 仕上塗装は後記，塗装工事仕様によるものとし，化粧

合板の仕様は設計図による。

・ フラッシュ戸表面材の厚さ ・： ５．５m/m以上 ・ ４．０m/m以上

・ ３．０m/m以上

１８ 内　装　工　事

１ 一般事項 ・ 本工事に使用する材料は，ＪＩＳ規格貧とする。但し特殊材料はこれ

に準拠し前もって見本品を提出したり，見本張りを行い，係員の承認

を受けることとする。

・ 本工事に使用する合板は図示なき限り，塗装下地の場合はシナ合板，

その他は，ラワン，等級は４級とする。又水場廻りに使用する合板は

タイプⅠ耐水合板とする。

・ 目透し貼りの受材面は，特記なき限り，巾広の綿テープ張りを施す。

２ 合成樹脂系

　　　床材

・ ：種　類 ・ 塩化ビニール系樹脂タイル ・ 半硬質

・

・

軟　質

ホモジニアス

・ ・ 半硬質

・

・

軟　質

ホモジニアス

塩化ビニール系樹脂シート

・ ゴムタイル

・ ゴムシート

・ その他（

・ ：種　類 ・３ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ材 モザイク ・ パーケット ・ フローリング

・ その他（

・ ： ・材　質 ナラ ・ ブナ ・ サクラ ・ その他（

・ ：種　類 ・４ カーペット ウィルトンカーペット

・

・

コードカーペット

パンチカーペット

・ その他（

・ ： ・下　地 無 ・ 有（フェルトクッション (　　　　) m/m　）

・ ： ・工　法 接着張り ・ 両面粘着テープ張り ・ グリッパー工法

・ その他（

・ ：種　類 ・５ 　　畳 本畳 ・ ビニール畳 ・ スタイロ畳

・ 無・ ：特殊畳床 ・ 有

・ ：種　類 ・６ 特殊合板 天然木化粧合板

・ 特殊加工合板 ・ メラミン化粧合板

・

・

ポリエステル化粧合板

プリント合板

・ その他（

７ 吸　音　板 ・ 岩綿吸音板 ： ・ 下地 ・ 木製軸組

・

・ 軽鉄下地

・ その他（

・ 穴あき石膏ボード

・

・

穴あきフレキシブルボード ： ・

： ・ 厚 (　　　　) m/m

厚６．０m/m ・ 厚５．０m/m

： ・ 厚 m/m炭酸マグネシウム板

８ 壁　装　材 ・ 紙製品

・

・

布製品

ビニール製品 ： ・

： ・

： ・

(　　　　)

(　　　　) 級以上

(　　　　) 級以上

(　　　　) 級以上

： ・ 厚 (　　　　) m/m９ 石膏その他

のﾎﾞｰﾄﾞ張り ・ ： ・ 厚 (　　　　) m/m

・ ： ・ 厚 (　　　　) m/m

・ ： ・ 厚 (　　　　) m/m

石綿セメント

石綿ケイ酸カルシウム板

・ その他（

１０ 断　熱　材 ・ ： ・ 厚 (　　　　) m/mフォームポリスチレン

・ ： ・ 厚 (　　　　) m/m

・ ： ・ 厚 m/m

ロックウール

グラスウール

・１１ 既製間仕切 表面材および仕上げ ： ・ 鋼板　厚さ０．８m/m以上＋樹脂塗装あるい

は樹脂焼付塗装

・ その他（

・ 工　法 ： ・ スタッド式 ・ パネル一体式 ・ パネル分割式

１２ そ　の　他

１９ 雑　工　事

１ 室名札

　階数表示

・ ：材　質 プラスチック ・ ステンレス ・ アルミ

・ その他（

・ ： ・文字型式 書き文字 ・ 彫文字 ・ 張文字 ・ 抜き文字

・ その他（

・ ： ・文字材質 地と同質 ・ シルクスクリーンエナメル

・ その他（

２ 郵　便　受 ・ ： ・材　質 ステンレス ・ 鋼板 ・ その他（

・ ： ・ ・型　式 個別型 集合型

黒板掲示板 ・ ： ・材　質 スチール ・ アルミ ・ ホーロー鋼板

・ その他（

・ ： ・枠 アルミ ・ スチール ・ 木製

・ ： ・形　状 平面 ・ 曲面 ・ 上げ下げ式

・ 映写スクリーン内臓型

・ ： ・寸　法 Ｗ (　　　　) m/m＊Ｈ (　　　　) m/m

・ ： ・材　質４ 屋上丸環 亜鉛メッキ ・ ステンレス ・ その他（

・ ：５ 非難器具 型　式

・ ：材　質

６ 沓拭マット ・ ： ・材　質 ステンレス（枠：ステンレス）

・

・

硬質アルミ（枠：アルミ）

ビニールあるいはゴム製（枠：硬質アルミ）

・ ： ・７ 可動間仕切 種　類 アコーデオンドアー ・ ルーバードアー

・ パネルパーティション ・ その他（

・ ： ・材　質 木製 ・ ビニールクロス仕上 ・ 焼付塗装

・ 化粧単板 ・ その他（

８ カーテン

　　レール

・ ： ・材　質 ステンレス ・ アルミ ・ プラスチック

・ ：型　式 ・ たて型 ・ よこ型（スラット巾： (　　　　) m/m）

・ ：型　式 ・

・ その他（

シングル ・ ダブル ・ その他（

・ ： ・材　質 ステンレス ・ アルミ ・ プラスチック９ ブラインド

１０ 流　し　台 ・ ： ・種　類 既製品 ・ 特注 ・ その他（

１１ 浴　　　槽 ・ ： ・材　質 ＦＲＰ ・ ポリエステル ・ ホーロー

・ ステンレス

・ ： ・材　質１２ 旗竿金物 ステンレス ・ アルミ ・ スチール

２０ 外　構　工　事

工事範囲等は設計図による他，係員の指示によるものとする。

舗　　　装 種　別 アスファルト舗装（ ・ 混合式 ・ 浸透式　　）

・ コンクリート舗装（ ・有筋 ・無筋 ・溶接金網入

・ 砂利撤舗装 ： ・ 切込砂利 (　　　　) m/m

・ (　　　　) m/m撤布砂利

フェンス ・ ： ・種　別 ネットフェンス ・ エキスパンドメタルフェンス

・ その他（

・ ： ・高　さ Ｈ＝ (　　　　) m/m

・ ：仕　上 （

・ ： ・種　別４ 　　塀 万代塀 ・ コンクリートブロック塀

・ その他（

・ ： ・高　さ Ｈ＝ m/m

・ ：仕　上 （

５ 境　界　石 ・ ：型　式 ・ 歩車道境界用既製ブロック ・ その他（

６ 敷地内

　　排水溝

・ 種　別 ： 溝 ・ 既製Ｕ字側溝

・

・

既製Ｌ字側溝

現場打コンクリート溝

・ その他（

・蓋 コンクリートブロック製

・ 鋳鉄製

・ その他（

７ 植　　　栽 ・ ：植　栽 風除け支柱の種類 ・ 三脚 ・ 四脚 ・ 鳥居形

・ ：補償期間 新植，移植および芝張りの補償期間

引渡し日より (　　　　) 年間

・ ：芝張り 種別 ・ 野芝 ・ 高らい芝 ・ その他（

・客土 不要 ・ 要 (　　　　) m/m

厚 (　　　　) m/m

・ 布製

石膏ボード厚９．５m/m

(　　　　)

石膏ボード

化粧石膏ボード（ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ）

木製

７ 建具金物 ・ 指定製造所の製品とし，形式は設計図により，見本提出の上，係員が

承認したものとする。

・ マスターキー ・： 必要 (　　　　) 組各３枚 ・ 不要

・ グランドマスターキー ・： 必要 ・ 不要

・ 各キーは市販キーボックスに納入し，案内図を添付して係員に提出

する。

・８ 建具周囲の

　ｼｰﾘﾝｸﾞ材

建具の四周は入念にコーキングすること。

・・ ：種　類 ポリサルファイド系 ・ シリコン系 ・ 油性

・ その他（

９ 網　　　戸 ・・ ：網の種類 サラン ・ ステンレス ・ グラスファイバー

・ その他（

・ ：１０ ガ　ラ　ス 種　類 設計図によるものとし，指定製造会社の製品とする。

・ ガラス取付材料 ・：

・

・

・

ポリサルファイド系シール材

硬化性ガラスパテ

ネオプレーンジッパーガスケット

・ その他（

１３ ｼｯｸﾊｳｽ対策

１．本工事は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（平成１２年法律第１０４号

　　以下「建設リサイクル法」という。）に基づき、分別解体等及び再資源化等の実施につ

　　いて適正な措置を講ずることとする。

　　　なお、本工事における分別解体等・再資源化等については、以下の積算条件を設定

　　しているが、工事請負契約書「６　解体工事に要する費用等」に定める事項は契約締結

　　時に発注者と請負者の間で確認されるものであるため、発注者が積算上条件明示した

　　以下の事項と別の方法であった場合でも変更の対象としない。

　　　ただし、工事発注後に明らかになった事情により、予定した条件によりがたい場合は、

　　監督員と協議するものとする。

①分別解体等の方法

②再資源化等をする施設の名称及び所在地

③受入れ時間

　　　（有）新栄商事　：　午前　８時００分　～　午後　４時３０分

④その他

特定建設資材廃棄物の種類

コンクリート

ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ

施設の名称 所　　在　　地

※上記②については積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではない。

　　なお、請負者の提示する施設と異なる場合においても設計変更の対象としない。

　　ただし、現場条件や数量の変更等、請負者の責によるものでない事項については

　この限りでない。

工

程

ご

と

の

作

業

内

容

及

び

解

体

方

法

工　　程 作　業　内　容 分別解体等の方法（＊）

仮設工事

□　手作業・機械作業の併用

土工事

基礎工事

本体構造の工事

本体付属品の工事

その他の工事

①仮設

②土工

③基礎

④本体構造

⑤本体付属品

⑥その他

（　　　　　）

□　有　　□　無

□　有　　□　無

□　有　　□　無

□　有　　□　無

□　有　　□　無

□　有　　□　無

□　手作業　　　　　　　　

□　手作業・機械作業の併用

□　手作業　　　　　　　　

□　手作業・機械作業の併用

□　手作業　　　　　　　　

□　手作業・機械作業の併用

□　手作業　　　　　　　　

□　手作業・機械作業の併用

□　手作業　　　　　　　　

□　手作業・機械作業の併用

□　手作業　　　　　　　　

　　　　※「分別解体等の方法」の欄については、該当がない場合は記載の必要はない。

２１ 分別解体等・再資源化等（建設リサイクル法の対象建設工事）

２．請負者は、分別解体等・再資源化等が完了したときは、建設リサイクル法第１８条に

　　基づき、以下の事項を書面に記載し、別添様式１により監督員に報告することとする。

　　　　・再資源化等が完了した年月日

　　　　・再資源化等をした施設の名称及び所在地

　　　　・再資源化等に要した費用

３．その他

　　工事発注後に明らかになった事情により、予定した条件によりがたい場合は、

　　監督員と協議するものとする。

２２ 室内空気汚染（揮発性有機化合物）対策

監督職員と協議した対象室の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下で

あることを確認し、監督職員に報告する

　測定物質　※ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ※ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ※ﾄﾙｴﾝ※ｷｼﾚﾝ※ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ※ｽﾁﾚﾝ

・

　　　　　　・ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ

・ 測定ヶ所　（室）

・・・：測定法 検知管法 検知紙法 定電位電解法 ・ 吸光光度法

　　　　　　　ガスクロマトグラフ法（トルエン・キシレン・エチルベンゼン・スチレン）

採取方法 ※拡散方式（パッシブ方式） ・ 吸引方式（アクティブ方式）

　　　　　　※高速液体クロマツグラフ法（ホルムアルデヒド・アセトアルデヒド）及び

※木工事用接着剤　　接着剤に含まれている可塑剤は、難揮発性のものとする。

※木材保存剤　　　　非有機リン系とする。

※塗料材料　　　　　ホルマリン不検出のもので、水性形のものとする。

※内装工事用接着剤　壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート幅木に使用する接着剤は、ホルマリン

　　　　　　　　　　不検出のもので、水性形のものとし、可塑剤は、難揮発性のものとする。

（上記によりがたい場合は、監督員との協議による。）

MSDSｼｰﾄ提出 試験報告書 ・ 商品内容証明書

木製建具

シーリング

・ MSDSｼｰﾄ提出

ｸﾛｽ・建材・接着材等・

・ 試験報告書 ・ 商品内容証明書

１７ 塗　装　工　事

１ 一般事項 ・ 素地調整及び塗装工程は，共通仕様書による。

・ 塗装業者は，日本塗装工業会会員とする。

２ 防火材料 ・ 屋内の壁及び天井の仕上げは基材同等の認定のあるものとする。

３ 合成樹脂・　

ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ

ペイント塗

・ 浴室・脱衣室・便所・洗面所・湯沸室の天井は一種(外部用)を用いる。

４ ﾏｽﾁｯｸ塗 ・ ：種　類 マスチックＡ（外部用）・

・

・

マスチックＢ（内部用）

マスチックＣ（内・外部用）

５ 特殊塗料 ・ ：種　類

・ ：使用個所

天然ｱｽﾌｧﾙﾄ系　防錆・防食塗料

屋根

ｼｯｸﾊｳｽ対策６

MSDSｼｰﾄ提出 ・ 試験報告書 ・ 商品内容証明書

・ 内部　塗装等

6
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図面変更 工　事　名

図　面　名

図面№

縮尺

設計

承認

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

一級建築士　　　登録　　第　 207999 号

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦 外構

意匠

機械

構造

電気

№

－特記仕様書－３

（軽量ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ）

0.5

9.5

9.5 12.5

50

ｱﾙﾐ複合板

切り文字

・ 織布積層

量産品

一級建築士事務所登録 茨 第（ A） 2399号（2507）

グレチャン

004
令和  年   月   日７ ４ 下妻市消防団(第１分団１部 )詰所新築工事



図面変更 工　事　名

図　面　名

図面№

縮尺

設計

承認

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

一級建築士　　　登録　　第　207999 号

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
外構

意匠

機械

構造

電気

№

-

部　　位 仕　　上

外部仕上げ表

部　　位 仕　　上

屋根

基礎立ち上がり

外壁

庇

外部建具横樋

内部仕上げ表

階

1

仕上

土間コンクリート金ごて仕上げ

厚

厚

仕上

下地
厚Ｈ仕上

床 巾　　木

厚

厚

仕上

下地 板 BOX BOX

ン

BOX切

掲壁

天井高 示見

ド

ン

イ

ラ

ブ

－

リ

ク

ス カ

テ

ン

－

厚

厚

室　　名
廻り縁

造 作 家 具

設 備
付 属 器 具 等

塩ビ製　120□　　　　　

タテ樋 塩ビ75φ用

谷樋 谷コイルT=0.6　150×200

シャッター 軽量オーバースライディングドア

車 庫
外壁現し 3,350

腰　壁　及　び　壁 天　　井

内 外 仕 上 表

12.5階段側　石膏ボード　NM-8619

コンクリート打放し

茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦
一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（2507）

アルミサッシ（住宅用）

QLデッキ現し・鉄骨見出し

SOP塗

階段下物置
土間コンクリート金ごて仕上げ 外壁現し QLデッキ現し・鉄骨見出し

階段裏のみ　石膏ボード　QM-9828 9.5
3,350 収納棚3段

005

庇 アルミ形材製軽量庇　出幅：600㎜　長さ：1200㎜

ALC(ｱ)50　複層仕上塗材E（ｱｸﾘﾙﾀｲﾙ吹付） ルーフデッキ　Ｈ８５　ｔ０．６（ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ塗装鋼板）　NM-8697

ルーフデッキ　Ｈ８５　ｔ０．６（ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ塗装鋼板）　NM-8697

12.5石膏ボード　NM-8619

塩ビ

60

60

5

5

塩ビ

団員詰所

物 置

階 段 室

2

24時間換気扇
給気口

2,400

3,350

（1階）

（2階）

9.5 2,400

9.5

1～2

（事務室）

ビニール床シート（織布積層） 2.0

ビニール床シート（織布積層） 2.0

石膏ボード　NM-8619 12.5

石膏ボード　NM-8619 12.5

ビニールクロスQM-9412

ビニールクロスQM-9412

（F☆☆☆☆）

（F☆☆☆☆）

天井用化粧石膏ボード　QM-0524

石膏ボード　QM-9828

便 所
9.5

12.5

天井用化粧石膏ボード　QM-0524土間コンクリート金ごて仕上

シージング石膏ボード　

QM-9826

EP-G塗

2,400モルタル 20

ビニール床シート（織布積層） 2.0 塩ビ 60 5 2,400

QLデッキ現し・鉄骨見出し

SOP塗

天井用化粧石膏ボード(2階） 9.5

QM-0524

下妻市消防団(第１分団１部)詰所新築工事
令和     年     月     日７ ４



図面変更 図面№

外構

意匠

機械

構造

電気

№設計

承認

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦

一級建築士　　　登録　　第　207999 号

令和     年     月     日

工　事　名

図　面　名 縮尺 一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（0507）

下妻市消防団１－１詰所新築工事

配置図・付近見取り図 1/200

0207

CL

CL

9,700

9,700 1
,
9
0
0

508

450

+300KBM=側溝蓋

+50

隣
地
境

界
線

12
,
5
0
0

隣地境界線48,300

4,500隣地境界線32,200隣地境界線12,000

道
路
境
界

線
12
,
3
0
0

付近見取図

Ｎ

申請地
茨城県下妻市下妻字上町丁104番1

防火貯水槽

1
,
0
0
0

申請建物

ホース乾燥塔

駐車場

４台

3,000 12,4401,000

006

延べ面積：68.00㎡

建築面積：38.00㎡

1
,
0
0
0

駐車場

6,000

最高の高さ　7.65ｍ

最高の軒高　7.10ｍ

48,300

17
,5
00

４台

１階

記号 計　　　算階 合　　　計小　　計

２ Ａ

１ Ｂ

床面積

延べ面積

床面積計算表　　Ｓ＝1/200

２階

Ａ

5
,
0
0
0

7,300 300 6,300

5
,0
0
0

Ｂ ａ

ａ

建築面積

＊

＊

6.300

7.300

（１階床面積）
＊5.000 0.300

5.000

5.000

31.500000

36.500000

　３１．５０　㎡

　３６．５０　㎡

1.500000
36.500000

　６８．００　㎡

38.000000

　３８．００　㎡

ＮＯ．
イ

ロ

底　　辺 高　　さ 倍　　面　　積

倍 面 積
面　　積

地　　積

ハ
ニ

イ

ロ

ハ

1
2
,
6
9
0

8,430

17.500 8.430

48.300 12.690

38.400

2

最高の高さ2.70m

法42条1項1号道路

+300

+100

+300

±0.0

±0.0

+300

-200

-200

ニ

38,400

4,260

13,200

10,530

10.530

13.200

+300

+300

4.260

147.525000

612.927000

404.352000

56.232000

1,221.036000

610.518000

610.51 ㎡

県道上町・停車場線

敷　地　面　積

建　築　面　積

延　べ　面　積

申　請　部　分 申請以外の部分 合　　　　　計

既存建物
物置

プレハブ造

建、延)8.70㎡

8.70 ㎡

8.70 ㎡

38.00 ㎡

68.00 ㎡

46.70 ㎡

76.70 ㎡

610.50 ㎡

公共桝
公共下水道に接続
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１階平面詳細図　S=１/５０

図面変更 工　事　名

図　面　名

図面№

縮尺

設計

承認

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦 外構

意匠

機械

構造

電気

№

一級建築士　　　登録　　第　207999 号 １階平面詳細図 １／５０

一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（2507）
007

1階床面積：36.5㎡

令和     年     月     日07 04 下妻市消防団（第１分団１部）詰所新築工事
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図面変更 工　事　名

図　面　名

図面№

縮尺

設計

承認

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦 外構

意匠

機械

構造

電気

№

平成     年     月     日

一級建築士　　　登録　　第　207999 号 １／５０

一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（2507）
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２階平面詳細図　S=１/５０
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下妻市消防団（第１分団１部）詰所新築工事
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図面変更 工　事　名

図　面　名

図面№

縮尺

設計

承認

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

一級建築士　　　登録　　第　207999 号

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦 外構

意匠

機械

構造

電気

№

平成     年     月     日

立面図　１／１００

立面図・断面図 １／１００
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一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（2507）

断面図　１／１００
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窓記号階数 室名

採光算定表

床面積（㎡） ｂ：有効開口窓の種類
ａ：必要開口
床面積×1/20

室名階数

排煙算定表

床面積（㎡）
床面積×1/50
ａ：必要開口

窓記号 窓の種類 ｂ：有効開口

採光補正係数

7

団員詰所２階 AW-1 引違い窓

判定

ａ＜ｂ

ＯＫ

判定

ａ＜ｂ

ＯＫ
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西 東
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1.65×0.65×1/2＝0.536
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11.195/2.00×6-1.4＝　32.185　よってA＝3とする

窓記号階数 室名

換気算定表

床面積（㎡） ｂ：有効開口窓の種類
ａ：必要開口
床面積×1/20 判定
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２階 団員詰所 AW-1 引違い窓22.99 1.1495

AW-2 ﾀﾃｽﾍﾞﾘ 0.6×1.10×1箇所＝0.66

　　　　　　　　　合計：1.567

AW-2 ﾀﾃｽﾍﾞﾘ 0.6×0.65＝0.39

1.65×1.10×1/2×1箇所＝0.907
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下妻市消防団（第１分団１部）詰所新築工事
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図面変更 工　事　名

図　面　名

図面№

縮尺

設計

承認

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦 外構

意匠

機械

構造

電気

№

平成     年     月     日

一級建築士　　　登録　　第　207999 号

一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（2507）
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010
下妻市消防団（第２分団２部）詰所新築工事
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図面変更 工　事　名

図　面　名

図面№

縮尺

設計

承認

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
外構

意匠

機械

構造

電気

№

平成     年     月     日

一級建築士　　　登録　　第　207999 号

茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦
一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（2507）
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】
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図面変更 工　事　名

図　面　名

図面№

縮尺

設計

承認

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦 外構

意匠

機械

構造

電気

№

平成     年     月     日

１／３０矩 計 図 - ２一級建築士　　　登録　　第　207999 号
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一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（2507）
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下妻市消防団（第２分団２部）詰所新築工事
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2C-100×50×20×2.3＠1,800

ｱﾙﾐ笠木　W=250

8
0

1
,
0
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

6,300

屋根：ルーフデッキ　H85　t=0.6　

C-100×50×20×2.3＠600

700

3
0
0

125

RB1 RB1

250

下端水切り

1,700

2
0

SUSHL　L-30×30×3

7
0
0

4
0
0

X1



3
,
8
0
0
【

階
高

】

塩ビ巾木　H=60

廻り縁：塩ビ製

2
1
1

220

1,160 3,340

1,3003,740

WD-2

900

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

壁：石膏ボード(ｱ)12.5下地

ビニールクロス仕上

C
H
=
2
,
4
0
0

天井：化粧石膏ボード　ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ(ｱ)9.5　

WD-2

Ｓ

鉄骨梁見出し　SOP塗

1,1603,340

1,300 3,740

3
,
8
0
0
【

階
高

】

AW-1

腰ﾊﾟﾈﾙ

コンクリート立ち上がり

C
H
=
2
,
4
0
0

N

図面変更 工　事　名 図面№

縮尺

設計

承認

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦 外構

意匠

機械

構造

電気

№

平成     年     月     日

一級建築士　　　登録　　第　207999 号 １／５０
図　面　名一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（2507）

展開図（１階）

7
013

29

便所

1,350

600

2
,
0
0
0

WD-3

▼2ML
▼2FL

1
5
0

C
H
=
2
,
4
0
0

▼ 1FL

3
,
6
5
0

1,350

床：ﾋﾞﾆｰﾙ床ｼｰﾄ　T=2.0

階段･手摺　SOP塗

消音マット(ｽﾃｯﾌﾟ用）810×240×6.5

5
0
0
1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
7
0
0

5
5
0

1
5
0

AW-2

階段室

2
,
4
0
0

2
,
2
0
5

1
9
5

2
,
0
0
0

4
0
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ立ち上がり
床：土間コンクリート金ごて仕上

1,350 1,100 1,350 1,100

天井：化粧石膏ボード　ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ(ｱ)9.5　

天井：シージング石膏ボード　(ｱ)12.5　EP-G塗

WD-3

下妻市消防団（第１分団１部）詰所新築工事

便所 階段室

車 庫
事務室

階段室物入

展 開 方 向

Ｎ

Ｓ

ＥＷ

X1 X2

Y1

Y2 Y2

Y1

X1 X2

EＷ

ＳＥＷ Ｎ



図面変更 工　事　名 図面№

縮尺

設計

承認

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦 外構

意匠

機械

構造

電気

№

平成     年     月     日

一級建築士　　　登録　　第　207999 号 １／５０
図　面　名一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（2507）

展開図（２階）

729 下妻市消防団（第２分団２部）詰所新築工事

団員詰所（事務室）

3,650

床：ﾋﾞﾆｰﾙ床ｼｰﾄ　T=2.0 壁：石膏ボード(ｱ)12.5下地

ビニールクロス仕上

流し台　L=1500 
電熱機器なし

C
H
=
2
,
4
0
0

塩ビ巾木　H=60

3,650

C
H
=
2
,
4
0
0

ビニールクロス仕上

壁：石膏ボード(ｱ)12.5下地

塩ビ巾木　H=60

X2

1
,
1
0
0

AW-1

1
5
0

廻り縁：塩ビ製

1
,
1
5
0

自然給気口 24時間換気扇

Y1Y2

6,300

X2

AW-2

6,300

Y2Y1

天井：化粧石膏ボード　ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ(ｱ)9.5　

2
,
0
0
0

WD-2 WD-1

014

便所 階段室

車 庫
事務室

階段室物入

展 開 方 向

Ｎ

Ｓ

ＥＷ

X1 X2

Y1

Y2 Y2

Y1

X1 X2

Ｗ Ｓ

ＮＥ



785785

2階段室→団員詰所,

図面変更 工　事　名

図　面　名

図面№

縮尺

設計

承認

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

一級建築士　　　登録　　第　207999 号

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦 外構

意匠

機械

構造

電気

№

平成     年     月     日

１／５０
一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（2507）

記　　　号

取 付 ケ 所

数　　　量

（開閉方法）

形　　　状

種　　　類

扉､枠､皿板見込

材　　　質

金　　　物

摘　　　要

塗　　　装

ガ　ラ　ス

記　　　号

取 付 ケ 所

数　　　量

（開閉方法）

形　　　状

種　　　類

扉､枠､皿板見込

材　　　質

金　　　物

摘　　　要

塗　　　装

ガ　ラ　ス

1

ＳＳ

車 庫

1ヶ所

標準付属金物一式

ﾊﾟﾈﾙt=0.5　

スチール化粧枠ｔ＝1.2　見込み150

スチール

3
,
0
0
0

3,000

スタンダード型　手動バランス式

軽量オーバースライディングドア

1

ＡＤ

ｱﾙﾐ

標準付属金物一式

型板ガラス(ｱ)4.0

ＷＤ

2ヶ所

１階階段室→車庫

2
,
0
0
0

▽ＦＬ

明かり窓　

900

額付片引き戸

木製　　ポリ合板

標準付属金物一式

上下ﾚｰﾙ・床戸当り(振止付)

引き手

スリガラス

ＷＤ

2階段室→便所

1ヶ所
2
,
0
0
0

▽ＦＬ

額付片引き戸

明かり窓　

600

木製　　ポリ合板

引き手

スリガラス

40 40

標準付属金物一式

額、小口　ＣＬ 額、小口　ＣＬ

7
015

建具表・建具位置図

29

トイレ

1ヶ所

汎用ドア

（ﾛﾝｶﾗｰﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ　ﾗﾝﾏ・ｶﾞﾗﾘ付）

握り玉仕様

ドアクローザ

ＡＤ

1ヶ所

階段室

汎用ドア

（ﾛﾝｶﾗｰｶﾞﾗｽﾄﾞｱ　ﾗﾝﾏ付）

住宅用　半外 住宅用　半外

ｱﾙﾐ

標準付属金物一式

型板ガラス(ｱ)4.0

握り玉仕様

ドアクローザ

腰ﾊﾟﾈﾙ

2

ＡＷ

1

階段室　事務室

2ヶ所

1
,
1
0
0

1,650

引き違い窓

住宅用　半外

ｱﾙﾐ

標準付属金物一式

網戸

型板ガラス(ｱ)4.0

ＡＷ

2

車庫　事務室

5
0
0
1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
7
0
0

600

段窓（ﾀﾃｽﾍﾞﾘ+FIX）

住宅用　半外

ｱﾙﾐ

標準付属金物一式

開き網戸

型板ガラス(ｱ)4.0

4ヶ所

ＷＤ

1

事務所→物入

1ヶ所

1,600

木製　　ポリ合板

標準付属金物一式

上下ﾚｰﾙ

引き手

2

▽ＦＬ

2
,
0
0
0

引き違いフラッシュ戸

上下ﾚｰﾙ・床戸当り(振止付)

標示鍵・ケース鎌鍵（廊下側ｼﾘﾝﾀﾞｰ鍵）

3

１ 階

２ 階

2

ＡＷ

2

ＡＷ

ＡＷ

1

2

ＡＷ

2

ＡＷ1

ＳＳ

鍵

鍵

鍵鍵

ＡＤ

2

1

ＡＤ

1

ＷＤＡＷ

1

ＷＤ

2

ＷＤ

3

ＷＤ

2

下妻市消防団（第１分団１部）詰所新築工事

2
,2
0
5

5
0

5
0

2
,2
0
5

3
5
5

3
5
5

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

9
0

7
8
5

6
0



２．　

１．　

（適用事項は○印で示す）

建築物の構造内容

（１） 工事名称

建築場所

（２） 工事種別 新築 増築 増改築 改築

（３） 構造種別

木造（Ｗ） 補強コンクリートブロック造（ＣＢ） 鉄骨造（Ｓ）

鉄筋コンクリート造（ＲＣ） 壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ） 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

（４） 階 数

棟屋    階

（５） 主要用途

（６） 屋上付属物

広告塔

煙  突

高 架 水 槽      ton

キュービクル     ton

（７） 増築計画 有 （                   ） 無

（８） 付帯工事

門扉 擁壁

（９） 特別な荷重

倉庫積載床用      kg／m 受水槽     ton

（１０）  その他

使用構造材料

（１）  コンクリート

適用箇所 種類

普通

土間コンクリート

基礎・基礎梁

柱・梁・床・壁

スランプ cm 備  考

（５）  ボルト

高力ボルト 普通、F10T 特殊、S10T 認定品 （ M12 M16 M20 M22)

中ボルト =
高力ボルトすべり係数試験 要 否

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ナット（シングル、ダブル）

=

=

（６）  屋根・床・壁

折    版

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

ｷｰｽﾄﾝﾌﾟﾚｰﾄ

型式

型式

地　　盤３．

（１） 地盤調査資料

有

無

（ 敷地内 近隣 ） ボーリング調査 平板載荷試験

（ ）調査予定 有 無

（２） 地盤調査計画

ボーリング調査 静的貫入試験 標準貫入試験 水平地盤反力係数の測定

土質試験 物理探査 平板載荷試験

 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある（３）

（４） ボーリング標準貫入値、土質構成 （基礎・杭の位置を明記すること）

地業工事

（１） 直接基礎 ベタ基礎 試験掘 有 無

有 無載荷試験

（２） 杭基礎

備  考杭   種

ＲＣ

ＰＨＣ Ｈ鋼

摩擦杭

ＰＣ ＰＣ Ａ種

（ ）

Ｂ種 Ｃ種

Ａ種（ ）Ｂ種 Ｃ種ＰＨＣ

鋼材

材  料 施工法

場所打ち

コンクリート杭

コンクリート Ｆｃ＝

3

鉄 筋  主 筋  ＳＤ

       HOOP   ＳＤ

オールケーシング 拡底杭

リバースサーキュレーション

アースドリル ミニアース

ＢＨ 深礎
手堀

機械堀

拡底杭

日本建築センター認定

第      号

  年  月  日

杭仕様

試験杭

施工計画書承認 杭施工結果報告書

有

（ ）

無 （ ）打ち込み 載荷

杭   径 杭の先端の深さ（ｍ） 本数 特記事項

５．

４．

鉄筋コンクリート工事

（１） コンクリート

セメントは、ＪＩＳ Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、

打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技

術研究センターの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定

器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

測定検査の回数は、通常の場合、一日一回以上とし、一回の検査における測定試験

は、同一資料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

構造体コンクリート現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、現場

水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごと

とする。また、打込み量が１５０ｍ をこえる場合は１５０ｍ ごとまたは、その端

数ごとに１回を標準とする。１回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の

運搬車からその必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は

１回当たり６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近ずけて垂直に打ちコンク

リートの自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際

しては、コンクリート圧送技師または同等以上の技能を有する者が従事すること。

なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５ Ｃ未満の

場合は１５０分、２５ Ｃ以上の場合は１２０分以内とする。

（２） 鉄  筋

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さ

は「鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリー

ト構造配筋標準図（１）（２）」による。

Ｄ１９未満は全て重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする場合は、

日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

ガス圧接部の抜取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（２００

箇所を超えるときは２００箇所ごと）に１回行い、１回の試験は５本以上とする。

外観検査 有 無 有 無引張試験 有 無超音波探傷試験

柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、 Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型）

（スパイラル型）とする。

Ｓ型

コンクリート及び鉄筋の試験は、「建築物の工事における試験及び検査に関する

東京都取扱要網」第４条の試験機関で行うこと。

試験機関名

代行業者名

代行業者名とは、試験、検査に伴う業務を代行する者をいう。

（３） 型  枠

材料    合板厚  １２ｍｍを標準とする。

注） １    片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注） ２    大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注） ３    支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注） ４    盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受け板、角材または、これに代わるものを置く。

注） ５    支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。

一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注） ６    上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

押えコンクリート

地下  　階

18

セメント量  　       N/m

15

=

型枠存置期間

せ　き　板 支　　柱

基礎、はり側、柱、壁 スラブ下、はり下 スラブ下 はり下

種 類

部
位

セ
メ
ン
ト

　
　
の
　
種
類

存

置

期

間

の

平

均

気

温

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

早強ポルト

ランドセメント

早強ポルト

ランドセメント

コンクリートの

　　圧縮強度

設計基準強度の

１００％

２ ２８

２８

２８２８

３

５ １０

１０

１６

１２

１５

１７

２５

ランドセメント ランドセメント ランドセメント

ランドセメント

早強ポルト

ランドセメント

の
材
令

コ
ン
ク
リー

ト

(H)

設計基準強度の５０％

15℃以上

5～15℃

5℃未満

　８　６　４

　６

　３

　５

　８

５Ｎ／ｍｍ２

L=     mm 許容支持力（ kN）

使用個所

８５％

=

鉄筋はＪＩＳ Ｇ３１１２の規格品を標準とする。施工はＪＡＳＳ5(1997)による。

耐久設計基準強度 Fd □一般　□標準　□長期

要 否高力ボルト導入張力確認試験

 Fc=N/mm2
設計基準強度 

18

2
品質管理強度 

 Fq=N/mm

普通

普通

普通 軽量

普通 軽量

普通 軽量

18

24

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

支持層 

埋め込み（セメントミルク認定工法）

埋め込み（セメントミルク工法）

ナット（シングル、ダブル）

ナット（シングル、ダブル）

24 18

深さ 　　　　 長期許容支持力度       kN／ｍ2

支持層 -　

布基礎

リフト     ton

厚  

2

捨コンクリート

（２） コンクリートブロック（ＣＢ）

Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 100 120 150 190厚

種類
（３）  鉄筋

異形鉄筋

SD295A

SD295B

SD345

径

Ｄ１６ 以下

Ｄ１９ 以上

溶接金網

丸     鋼 SR235

使用箇所 継手工法

重ね継手

ガス圧接継手

特殊継手

種類 使用箇所 備   考

有 無

（４）  鉄骨

現場溶接

SR235

Ｄ１９ 以上

SN400B

有 無

有 無

有 無

SSC400 有 無

柱梁仕口PL

STKR400 STKR490

SN490C

BCR295 柱

有 無

独立基礎

STK490 回転埋設工法（G-ECSパイル）

コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５－２００９による。

基礎･梁･柱

砂礫

深

度
土 質

Ｎ

値
標 準 貫 入 試 験

10 20 30 40 50 60 調査地番

位置図

支持地盤、地層及び深さに

ついてのコメント

近隣データの調査地番と、

がある

備考

5

10

15

25

30

▽設計GL

STK400

SN400A又はSS400

胴縁・折板受

間柱・梁・継手PL・GPL

小梁

M12

M20

M16

形式 屋根

床

21

21

21

基礎･梁･柱・壁・土間

デッキコンクリート

地上 2 階

エレベータ   　9　人乗 クレーン　2.8 ton

デッキコンクリート

21 1824

L= 600 mm

L= 480 mm

SWS

７． 設備関係

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

８． その他

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を

管径の３倍以上かつ５㎝以上を原則とする。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

構 造 設 計 標 準 仕 様 鉄 骨 工 事６．

（１）  鉄骨工事は指示のない限り下記による

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

（２）  工事監理者の承認を必要とするもの

製作工場 製作要領所 工作図 施工計画書

材料規格証明書または試験成績書

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト スタッドボルト

社内検査表

（３）  工事監理者が行う検査項目

（    印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

現寸検査 組立・開先検査 製品検査

建方検査

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網（建築構造設計指針 第１２章）

日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

（５）  接合部の検査

（４）  接合部の溶接は下記によること

接合部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

突合せ溶接部

検査方法

超音波探傷試験

外観（目視）検査

備   考検査箇所
社内 第三者 工事監理者

第三者検査機関名

代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

注） 現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

高力ボルトは「ＪＩＳ Ｂ１１８６の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮など

を座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて除去した後、

屋外に自然放置して発生した、赤錆状態であること。ただし、ショットブラスト、グリット

ブラストによる処理で表面粗さが５０Ｓ以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順序は部材が

十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締めとする。

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

（６）  防錆塗装

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と

同じ錆止めペイントを使用し２回塗りをとする。

（７）  耐火被覆の材料

吹付ロックウール被覆(ｱ)30

第三者検査機関とは、建築主･工事監理者又は工事施工者が、受入検査を

マクロ試験･その他

日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」

100%

100%

100%

とする。錆止めペイントは、JIS　K　5621を使用して、２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

5%

孔内水位

ＧＬ－  2.80  ｍ

計画地番とは約　　　　ｍの距離

鋼管

柱状改良

3 %

30 %

消防団詰所

認定又は登録工場（　　）

別添参照

下妻市下妻字西町乙

QL-99-50-12

Φ6×150×150

ﾙｰﾌH=85 ｔ＝0.6

1

2

3

4

図面変更 図面№設計

承認
外構

意匠

機械

構造

電気

№

　　   年   月   日

工　事　名

図　面　名 縮尺

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

一級建築士　　　登録　　第　207999 号

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦

一級建築士事務所登録 茨 第（A） 2399号（ 3007）

下妻市消防団(第1分団1部)詰所新築工事

構 造 設 計 標 準 仕 様

016
07 06

下妻市消防団(第1分団1部 )詰所新築工事

下妻市下妻字上町丁１０４番１



鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

　　１．　一般事項

　　２．　鉄筋加工、かぶり

（１）　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）　記号

ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　　丸鋼では径　　Ｄ…部材の成　　Ｒ…直径

ＳＴ…あばら筋　　ＨＯＯＰ…帯筋　　Ｓ．ＨＯＯＰ…補強帯筋　　φ…直径又は丸鋼

（１）　鉄筋末端部の折曲げの形状

折曲げ角度

鉄筋の余長 ４ｄ以上

図

※片持スラブ上端筋の先端

ｄ

８
ｄ

以
上

Ｒ

余長

ｄ

Ｒ

ｄ

Ｒ

余
長

ｄ

余
長

（２）　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度９０゜以下

スパイラル筋

上記以外の鉄筋

以下

以上

以下

図 鉄筋の種類
所による呼称 る区分 内のり寸法（Ｒ）

鉄筋の使用箇 鉄筋の径によ 鉄筋の折り曲げ

Ｒ

ｄ

Ｒ

ｄ

（３）　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

鉄筋の種類

定　着　の　長　さ

下　端　筋　（Ｌ３）

小　梁 スラブ

一般　（Ｌ２）基準強度の範囲

クリートの設計

普通、軽量コン

重ね継手の長さ

　　（Ｌ１）

特別の定着及び

継　　手

１．　末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

３．　直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

４．　Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

５．　鉄筋径の差が７ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない

ガス圧接形状

ｄ

３ｍｍ以下

θ

θ＞８０゜

１．４ｄ以上

１．２ｄ以上

ｄ

圧接面 圧接面

ｄ／５以下

圧接面

ｄ／４以下

圧接継手 重ね継手（下図のいずれかとする）

ａ≧４００ １．５Ｌ１以上

Ｌ１ Ｌ１

約０．５Ｌ１

（４）　かぶり厚さ （単位　：ｍｍ） 部　　　　位

土に接しない部分

土に接する部分

設計かぶり 最小かぶり

柱・梁・床スラブ・耐力壁

かぶり厚さ

（５）　鉄筋のあき

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値１．５ｄ以上

粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５以上

間隔 間隔

ｄｏ ｄ ｄ

ａ．　丸鋼　　ｂ．　あばら筋、帯筋　　ｃ．　煙突の鉄筋

ｅ．　単純梁の下端筋

ｆ．　その他、本配筋標準に記載する箇所

柱

梁

図の　　　印の鉄筋の重ね継手の

　　　　末端にはフックが必要

　　３．　杭 （地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すこと。）

（１）　ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

杭　　径

補　強　筋

ＨＯＯＰ

φ

Ｌ
２

φ

５
０

補強筋

ＨＯＯＰ＠１５０

コンクリート止め板

基礎下端

　　　＞φの場合は工事監理者の指示による

Ｌ
２

１
．

５
φ

１
５

０

φ

１５０

４５゜

３－Ｄ１６

基礎下端

ＨＯＯＰ＠１５０

（２）　現場打ちコンクリート杭

８
０

０
～
１
０

０
０

１
０

０
以
上

杭
主
筋

４
０
ｄ

余
盛

コ
ン
ク
リ

ー
ト

φ

へりあき２００以上

杭間隔は２ｘφかつφ＋１０００以上

斫つり部分

杭頭処理

ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接

フラットバー＠３０００
スペーサー

１０ｄ又は重ね継手４０ｄ

（各４ヶ所）

１００以上とする

主筋のかぶりは

φ

４
５
ｄ

重
ね

継
手

ＬＣ

　　４．　基　礎

（１）　直接基礎

４５゜

Ｄ１

ｂ ａ ｂ

ｄ

捨フープ

ベース筋

ａ＝Ｄ１＋２ｄの範囲

　　　主筋間隔は２００以下

ｂの範囲

　　　主筋間隔の１．５倍かつ

　　　３００以下

ＬＣ

斜め筋　３－Ｄ１３以上

（２）　杭　基　礎

２
０
ｄ

以
上

余長４ｄ

かぶり厚さ

２０ｄ（両面）

フック付 フック無し

２
０
ｄ

以
上

ＬＣ ＬＣ

　　６．　柱（３）　べた基礎

≧
１

５
ｄ

Ｌ２

ａ

１

２

１

４
０

７
０

ハンチを付けた場合（ａ≧３）

　　　但し上筋と下筋を読みかえる

４．　埋戻し土のある場合は４０を７０とする

（４）　基礎接合部の補強

Ｌ２

Ｌ１

３００
４５゜～６０゜

２－Ｄ１６以上

５００＜Ｈ≦１０００

Ｈ

Ｌ
２

３
－

Ｄ
１
３

Ｌ
１

※

※

※ ※

※

※
Ｗ１

梁
幅

Ｗ１の三角壁厚さは、２００以上又は地中梁幅とし、

　　配筋は同厚の壁リストにならう

　　５．　地中梁

（１）　独立基礎、杭基礎の場合 （定着、継手）

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ１

１５ｄ １５ｄ

ｏ／２ ｏ／４ｏ／４

ｏ

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ
２

（継手範囲）
※

※

外　端　部 内　端　部

（２）　布基礎、べた基礎の場合 （定着、継手）

Ｌ１

ｏ／２ ｏ／４

Ｌ２

Ｌ２
※

※

外　端　部 内　端　部

２０ｄ ２０ｄ

１５ｄ １５ｄ

上端筋継手範囲 下端筋継手範囲 上端筋継手範囲

Ｌ
２

Ｌ
２

（３）　小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

地中梁の主筋、スタッドボルト（スダッド

ジベル）による、おさまりに注意する

地中梁上端筋

地中梁下端筋

ＨＯＯＰ　２－Ｄ１３以上

主　筋 主　筋

３０～５０

Ｂ．ＰＬ　下端

地
中
梁

１２５以上

鉄骨柱Ｄ

ＨＯＯＰ　２－Ｄ１３以上１２５以上

３０～５０

鉄骨柱Ｄ

１５０以上

Ｌ１

Ｈ
Ｏ
Ｏ

Ｐ
　

＠
１

０
０

４
０

ｄ
以
上

か
つ

２
Ｄ

以
上

Ｈ
Ｏ

Ｏ
Ｐ

　
＠
１

５
０

（４）　水平ハンチの場合のあばら筋加工要領
梁幅ハンチ ハンチ

ハ
ン
チ

梁
幅

柱

１

６～８

※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる

（５）　せいの高い梁のあばら筋

　　　　加工要領図

８
ｄ

８
ｄ

Ｄ

イ イ　の拡大図

（Ｄ：１５００を超える場合）

（１）　柱主筋の継手

ｈ
ｏ
／

４
ｈ

ｏ
／
２

ｈ
ｏ

／
４

標
準
１

０
０

０

ｈ
ｏ
／

４
ｈ

ｏ
／
２

ｈ
ｏ

／
４

ｈ
ｏ

圧接継手 重ね継手

継手の好ましい位置

（２）　柱主筋の定着

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ

ｈ
ｏ
／

２
＋
１

５
ｄ

４
０
０
以

上４
０

０
以

上 Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ１ １５０以上

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄筋

並びにはりのせいが小さく、設計

足する箇所に付ける

応力に対して必要な定着長さが不

（３）　帯　　筋

Ｐ１

　〃

１５０以下

Ｐ１

　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

設
計
ピ
ッ
チ
以
下

Ｄ

第１帯筋

第１帯筋

１５ｄ

Ｌ

１
２
ｄ

１
２
ｄ

Ｌは中間部５０ｄかつ３００以上

末端部の添巻は１．５巻以上

とする

（４）　斜め柱・斜め梁

ハ　Ｓ型（スパイラル型）

Ｌ
２

１
．
５
Ｄ

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｐ
Ｐ

Ｐ
ＰＬ

２

１
．

５
Ｄ

Ｌ
２

柱Ｄ 柱Ｄ

梁
Ｄ

Ｌ
２

柱Ｄ

○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ○柱幅と斜材幅が異る ○柱脚で斜材となる

（５）　絞り

Ｄ

１
０

０
１
０
０

又は同サイズ２本

帯筋より１サイズ太く

４
０

０

Ｌ
２

Ｌ
１

Ｄ

１５ｄ

ｅ ｅ

ｅ≦Ｄ／６ ｅ＞Ｄ／６

（６）　二段筋の保持

４
ｄ

ａ

ａ

ａ

４
ｄ

６φ－＠１０００

６φ－＠１０００

ａ＝１．５ｘ（呼び名の数値）

ａ

ａ

ａ

６ｄ

６ｄ

６ｄ

末端部またはスラブと同時に打ち込

むＴ形およびＬ形梁のキャップタイ

にのみ用いる。

ｄ．　柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

※印筋はＤ１０－＠２００とする

２．　継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

［注］（１）　耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて３０ｍｍとすることができる。

　　　（２）　耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて４０ｍｍとすることができる。

１．　耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

Ｈ≦５００は※印筋は不用とする

注　１．　１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠１００以下とする

※　上端主筋の定着は、やむを得ない

　　場合、上向きとすることができる

｝
※

　
２
－
Ｄ
１

３

２－Ｄ１３｛

（６）　鉄筋のフック

キャップタイ

＠…間隔　ｒ…半径　　…中心線　　　ｏ…部材間の内法距離　ｈｏ…部材間の内法高さ

　　　（３）　コンクリートの品質および施工方法に応じ、工事監理者の承認を受けて４０ｍｍとすることができる。

（半固定として行政指導されることもあるので留意すること）ベース下の施工を慎重にする

ｈ
ｏ

／
２
＋

１
５
ｄ

Ｌ
２

４０ｄ（片面）

Ｄ

２．　　１　の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

３．　　２　　の鉄筋はＤ１３以上

（Ｎ／ｍｍ　）

　　　（４）　軽量コンクリートの場合は、１０ｍｍ増しの値とする。

　　　（５）　（　）内は仕上げがある場合。　　　　改定により標準かぶり厚さは１０ｍｍ増し

１

１
１

注　２．　　１　の鉄筋は２－Ｄ１３かつ、２本の一段太い鉄筋とする

最小かぶり厚さを確保する。

厚さが部分的に減少する箇所についても

ひびわれ誘発目地部など鉄筋のかぶり、

異形鉄筋 丸　　鋼

あき あきｄｏ

但し　≦φの場合

Ｌ

１２ｄ

Ｌは５０ｄ以上かつ３０ｃｍ以上とする

　　型６
ｄ

８
ｄ

注　１．　第１帯筋は、梁づらに入れる

注　２．　Ｗ型で現場溶接をする場合は

　　　主筋の位置をさける

注　３．　フックおよび継手の位置は、

　　　交互とする

５ｄ

２ｄ ２ｄ

　は片面溶接１０ｄ

両面溶接５ｄ以上

４ｄ

６
ｄ

日　型

６
ｄ

ロ　型

イ　Ｈ型（タガ型）

１３５゜

５ｄ以上

１０ｄ以上

ロ　Ｗ型（溶接型）

｝

１５０以下 パネル部分は

０．２％以上とする

発行　社団法人　東京都建築士事務所協会　　　　監修　東京都建築構造行政連絡会　　　　平成１０年９月　　　　　　　　※無断転載を禁ず

180゜ 135゜ 90゜

6d以上(※4d以上) 8d以上(※4d以上)

折曲げの内法寸法Ｒは、ＳＲ235は３ｄ以上、ＳＤ295Ａ、ＳＤ295Ｂ、ＳＤ345の

Ｄ16以下は、３ｄ以上、Ｄ19以上は４ｄ以上

折曲げ角度90゜はスラブ筋・壁筋の

SR235､SD295A

SD295B､SD345

SR235､SD295A

SD295B､SD345

SR235

SD295A

SD295B

SD345

2

35dフックつき

45dフックつき

35dまたは

25dフックつき

40dまたは
30dフックつき

25dフックつき

25dまたは

15dフックつき

15cmフックつき

10dかつ

15cm以上

35dフックつき

45dフックつき

40dまたは

30dフックつき

45dまたは
35dフックつき

16φ

Ｄ16

19φ

Ｄ19

16φ

Ｄ16

19φ～25φ

Ｄ19～Ｄ25

28φ～32φ

Ｄ29～Ｄ38

3d以上

4d以上

6d以上

8d以上

屋根スラブ
床スラブ
非耐力壁

柱
梁

耐力壁

擁壁

基礎・擁壁

屋内

屋外

屋内

屋外

厚さ(mm) 厚さ(mm)

30 30(20)

40 30(20)

40 30

50 40　(30)

50 40

50 40

70 60

(1)

(2)

(3)

(1)

(4)

(4)

(ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける)

300φ,350φ 400φ 450φ 500φ 600φ

6－D13 8－D13 10－D13 8－D16 10－D16

D10－＠150

帯筋

あばら筋

Ｂ．・下端

Ｌ
２

ｏ
ｒ
Ｌ

３

21～36

18以下

21～36

18以下

ｏ／４

ｏ

ＬＣ

図面変更 図面№設計

承認
外構

意匠

機械

構造

電気

№

　　   年   月   日

工　事　名

図　面　名 縮尺

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

一級建築士　　　登録　　第　 207999 号

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦

一級建築士事務所登録 茨 第（ A） 2399号（3007）

下妻市消防団(第1分団1部)詰所新築工事  

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋

　　標準図（１）の２－（３）による。

（１）　定着
ｏ／４ １５ｄ

Ｌ２

２０ｄ

Ｌ
２

＋
５

ｄ

Ｌ
２

＋
５

ｄ

Ｌ２

ｏ Ｌ２

Ｌ２＋５ｄ

Ｌ
２Ｌ２＋５ｄ

つりあげ筋

ことを原則とする

最　上　階

一　般　階

柱幅

Ｌ２

Ｄ１
５
０

以
上

フック付

※
ＬＣ

ＬＣ
柱幅が大きい場合

※　柱幅が大きくて、直線部だけで

　　Ｌ２がとれる場合でも柱中心線を

　　　こえて中間折曲げテール長　１５０

　　　以上又は１８０゜フック付とする

折曲げ起点は中心線をこえる

（梁主筋を折曲げるとき）

ａ　大梁

ｂ　小梁の定着

Ｂ

１５ｄ １５ｄ

ｏ／６２５ｄ

Ｌ２

ｏ１／２Ｂ

ｏ／４

２０ｄ２０ｄ

１／２Ｂ

ＬＣ

斜めでもよい

下向きでもよい

斜めでもよい

最終端 連続端

補強あばら筋は小梁主筋側

に必ず入れること。

平　面 正　面

正
　
面

ｃ　片持梁の定着

１５ｄ ２　　ｏ／３ Ｌ１

２５ｄ

ｏ

端部先端

あばら筋を入れる

片
持
梁

筋
折

下
げ

Ｌ２

平　面

（２）　大梁主筋の継手

（３）　あばら筋、腹筋、幅止めの配置

　印は幅止め筋 つり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い鉄筋か、

又は、同サイズを２本巻とする

つり上げ筋

第一あばら筋は柱面より配筋する

（４）　あばら筋の型

６
ｄ

６
ｄ６

ｄ
６
ｄ

６
ｄ

８
ｄ

４
ｄ

８
ｄ

８
ｄ

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

　　　両側床版付（Ｔ型）梁で　ｃ　又は　ｂ　とすることができる。

（ロ）フックの位置は　ａ　にあっては交互、　ｂ　にあってはスラブ側とする。

（５）　幅止め筋の本数、加工

腹　筋

幅止め筋

Ｄ＜６００　不要

　６００≦Ｄ＜　９００

　９００≦Ｄ＜１２００

１２００≦Ｄ

２－Ｄ１０（９φ）　１段

４－Ｄ１０（９φ）　２段

Ｄ１０（９φ）＠３００以内

Ｄ１０（９φ）＠１０００以内で割り付ける

４
ｄ

Ｄ

４
ｄ

幅止め筋

腹筋

４
ｄ

１
８
０
゜
曲

げ

ＳＲＣの場合

　　８．　床　板

（１）　定着および継手

ａ　片持床スラブ

Ｌ２ ６０７５～１００

バーサポート

２５ｄ

Ｃ Ａ Ｃ

Ａ Ｂ Ａ

Ｃ Ａ Ｃ

ｘ／４

ｘ

ｘ
／

４

ｙ

ｘ／４

ｘ
／

４

標準継手位置

Ｂ

Ｂ

Ａ　　Ｃ短辺・長辺方向

長辺方向

短辺方向

下端筋

上端筋

継手位置は原則として下表による。

１０ｄかつ１５０以上

１５ｄ

１５ｄＬ２

１
０

ｄ
以
上

Ｄ１３

肩筋Ｄ１３以上

ｂ　一般床スラブ

（２）　屋根スラブの補強

※

　　　＝１５００とし、上端筋の下に配筋する

ｂ　※の箇所（入隅）各階補強する

（３）　片持ちスラブの補強

（４）　床板開口部の補強

Ｌ１

Ｌ１

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ
１

周囲補強筋

斜め補強筋

（開口の径５００程度の場合）

Ｌ１

Ｌ
１

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

孔と孔のへりあき　１００　以上

１５０＜Ｄ≦２００

２００＜Ｄ≦３００

床板厚さ　Ｄ 周　囲

各２－Ｄ１３

斜　め

各２－Ｄ１３ 各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１９

各１－Ｄ１３

各２－Ｄ１６

（５）　床板段差

Ｌ１

２Ｄ
Ｌ１

Ｄ１３

Ｄ
以

下

２Ｄ

Ｌ１

Ｌ１

Ｄ１０　＠１５０

Ｄ１６

Ｄ

Ｈ

Ｄ
≦
Ｈ
≦
２
Ｄ

Ｄ

端　部 端　部

２Ｄ
Ｄ１３

Ｄ
以

下

２Ｄ

Ｌ１

Ｌ１
Ｄ１６

Ｄ Ｈ

Ｄ
≦
Ｈ

≦
２

Ｄ

Ｄ

中　央 中　央
５００ ５００

Ｄ１６

５００ ５００

（６）　土間コンクリート

ａ　軽作業の土間

６００

折曲　Ｄ１０　＠　２００

Ｄ１０　＠　２００

ｂ　間仕切壁との交叉部

３００ ５０

Ｄ
Ｄ

Ｄ１３

（７）　釜　場

Ｄ１０　＠　１５０

２５０
Ｌ１

Ｌ１
１２００ｘ６００以下 ２－Ｄ１６

（８）　打継ぎ補強 （ダメ穴打継面について）

●　設計配筋間隔の１／２ピッチ　長さ２Ｌ１以上

●　無筋部分Ｄ１０　＠　２００　長さ８００以上

（１）　定　着

ａ　梁に

Ｌ
２

Ｌ
２

ａ

Ｌ
２

Ｌ
２

か
つ

中
心
線

を
超

え
る

１５０程度

横筋の配置は上下端とも

梁、又は床面に一段目を

配置する。

ｂ　柱に（平面図）

Ｌ２かつ柱中心線を超える。

Ｌ２

Ｌ
２

１
５
０

程
度

一本目を配置する。

ｃ　床に

Ｌ２

Ｄ１３

Ｄ１３

スラブに上端筋がある場合

Ｌ２

Ｄ１３

Ｄ１３

イ

イ

イ　は壁配筋と同じ

受筋　Ｄ１０

受筋　Ｄ１０

１０００

１０００

ｄ　壁と壁 （平面図）

Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２ Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

シングル配筋 ダブル配筋

（２）　スリット部 （設計図に記入のあるとき）

Ｄ

ｔ

柱

ｔは階高の１／１００程度

スリット部の鉄筋の被り厚さは

厚さ以上とする

２（４）被り厚さの表、最小被り

（３）　手摺、パラペット

１２０以上

Ｌ２

Ｈ

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｌ
１

Ｌ
２ １

０
０
以
下

１５０以上

Ｄ１０　＠　２００

Ｄ１３

Ｄ１０　＠　１５０　ダブル

Ｄ１０　＠　２００　ダブル

Ｌ
２

Ｈ
Ｌ

１

１
０
０

以
下

設計図による）

（４）　コンクリートブロック帳壁

Ｄ１３

Ｄ１０　＠　４００

Ｄ１０　＠　６００

ｔ

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０　＠　４００

Ｄ１０　＠　６００

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０

ｔ

一般の場合 下部防水立上りのある場合

Ｌ２

ｈ
ｏ

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ
１

ｈ
ｈ
ｏ

Ｌ
１

Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２

Ｌ２Ｌ２Ｌ２Ｌ２

注）　ｈｏ≦２５ｔかつ３５００以下とする。但し直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く。

注）　ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、２００≦ｈ≦４００

注）　継手部は必ずモルタルを充填すること。

　　９．　壁

　１０．　柱、梁増打コンクリート補強

（１）　柱

及び工事監理者と打合せのこと

増打するときは事前に設計者、

※

※

３００ａ

ａ３００

３
０

０
ａ

Ｂ

ハッチ部分は増打コンクリートを示す 　印は補強筋

補強タテ筋

※　柱と同径、同ピッチとする

ａ及びａ≦２００

（２）　梁

あ
ば
ら

補
強
筋

補強筋

Ｄ１０

補強筋

幅止メ筋

３００ ａ

補強筋 あばら補強筋

ａ
３

０
０

Ｄ

●　補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６

　　　以上）とする。

●　あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

　　　とする。

●　腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋と合わせる。

●　Ｄ≧４００の場合は補強筋を３本とする。

●　ａは１００～２００程度。

●　梁下端増打コンクリートの場合も上端

　　　増打コンクリート補強と同様とする。

●　ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

　１１．　梁貫通孔補強

（１）　設置可能範囲

Ｄ
／
３

Ｄ

ｏ／４

ｏ

ｏ／４

望ましい範囲

φ１ φ２

（φ１　＋　φ２）３／２以上

貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は設計者又は工事監理者と打合

せのこと。
（２）　鉄筋標準配筋 但し　φ≦Ｄ／３とする

１５０＜φ≦２５０

上

下

斜　筋　４－（２－Ｄ１３）

横　筋　２－（２－Ｄ１３）

　縦筋　ＳＴ　２－Ｄ１３

縦　筋　ＳＴ　２－Ｄ１３　＠１００

横　筋　２－（２－Ｄ１３）

縦　筋　ＳＴ　２－Ｄ１３　＠１００縦　筋　ＳＴ　２－Ｄ１３　＠１００

８０＜φ≦１００

折　筋　２－（２－Ｄ１３）

１００＜φ≦１５０

折　筋　２－（２－Ｄ１３）

φφφ

Ｌ２

Ｌ２

２φ ２φ

※
※

φ Ｄ

２
５
０

以
上

２
５
０

以
上

４５゜

Ｌ
２

φ＞２５０

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方

※　部分について計算で

　　　確認された場合は右

　　　記の位置、寸法によ

　　　らなくて良い。

●　梁幅が　４００を超える場合は

（３）　既製品 （使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

　　　□　リング型　　　□　パイプ型　　　□　金網型　　　□　プレート型

　１２．　増築予定
将来増築予定コンクリート増打部分は、

（１）　柱、梁 （２）　地中梁 （３）　床版、壁

Ｄ１３

≧Ｌ１

≧
Ｌ

１

Ｌ
１

５
０

５０

Ｄ１３

Ｄ１３

≧Ｌ１ ５０

≧
Ｌ

１

５
０

≧Ｌ１５０

θ　＝　４５゜

注）設備の小開口が連続してあく場合は縦、横、

　　と同じ鉄筋を開口をさけて補強する。

２
Ｌ
１

ａ　補強筋は各３－Ｄ１３　又はスラブ主筋の同一径で

（イ）原則として　ａ　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で　ｂ　、

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

縦筋は、柱面に

スラブに上端筋がない場合

１　－　Ｄ１３ ２　－　Ｄ１３
１　－　Ｄ１３

２　－　Ｄ１３

（但し、Ｈ＞８００以上の場合、

増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する

梁端部（スパン　／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける

Ｄ１３　＠　２００　ダブル ２－Ｄ１６

２
０
０

は継手の好ま

しい位置

ＬＣ

ｏ／２ ｏ／４

ｏ

ｏ／４

ｏ／４ ｏ／４Ｄ Ｄ

出隅部

２

１１

２

１／２

１
／
２

注　　≧　　とする。１ ２

出隅受け部

一般床版配力筋

補
強
筋
の

定
着

注　　≧　　とする。１ ２

出隅受け部

（出隅受け部配筋）（出隅部分補強配筋）

１
／

２

１／２

２５０ ２５０

Ｗ
Ｗｔ

Ｗ≦Ｄ／６，Ｗｔ／２かつ７ｃｍ

発行　社団法人　東京都建築士事務所協会　　　　監修　東京都建築構造行政連絡会　　　　平成１０年９月　　　　　　　　※無断転載を禁ず

　　７．　大梁、小梁、片持梁

Ｌ１

Ｌ
１

Ｌ
３

　　　　Ｄ≦１５０
　　斜補強筋とは別に開口によって切られる鉄筋

Ａ＜500 500≦Ａ＜1000 1000≦Ａ＜1500

3－D16 4－D16 6－D16

　　補強筋でＤ１３はＤ１６又は、

　　各々読みかえる

　　２－Ｄ１３は３－Ｄ１３と、

ハッチ部分の面積Ａｃｍ２

図面変更 図面№設計

承認
外構

意匠

機械

構造

電気

№

　　   年   月   日

工　事　名

図　面　名 縮尺

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

一級建築士　　　登録　　第　207999 号

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦

一級建築士事務所登録  茨  第（A） 2399号（3007）

下妻市消防団(第1分団1部)詰所新築工事  

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
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○  溶接記号番号を  ○中に記入のこと

  1. 一般事項   2. 溶接規準図

　　(ｲ) 仮付位置

　　(ﾛ) 突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

（平継手　Ｔ形継手）

（使用箇所に注意）

１

２

８

７

６

５

４

３

S

t2

t1

 7以下 11～13

6 10Ｓ

ｔ

ｔ≦16mm

 8～10

7 12

14～16

● 但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする
● ｔはｔ1、ｔ2の小さな方とする

● 軸力が加わる場合のＳは母材と同厚
   とすることが望ましい

Ｄ1≧ｔ/3 ｔ/4≦Ｓ≦10mm

ｔ≦ｔ1

ｔ

溶接姿勢

ｔ＞16mm

Ｆ.Ｖ

● 両側に補強すみ肉溶接を付加する

● 両側に補強すみ肉溶接を付加する　AAG

● 補強すみ肉溶接を付加する

● 両側に補強すみ肉溶接を付加する

ｔ

溶接姿勢 Ｆ.Ｖ

ｆ＝ｔ/4

6＜ｔ＜19mm

Ｆ.Ｖ

ｔmm

6≦ｔ＜12

12≦ｔ＜16

16≦ｔ

溶接姿勢

ＭＣ　ＮＧＣ ＧＣ

θ

45ﾟ

35ﾟ

35ﾟ

Ｇ t1 Ｌ

6 6 5

9 9 8

9 9 8

θ

45ﾟ

35ﾟ

Ｇ t1 Ｌ

6 6 5

9 8

9 9 8

45ﾟ 6

ｆ＝ｔ/4

ｔ≦4

4＜ｔ≦12

12＜ｔ≦19

ｔ＞19

1

2

3

4

ｔ ｔ≧19mm

溶接姿勢

Ｔ形突合せ継手余盛

ｆ＝ｔ/4

● 両側に補強すみ肉溶接を付加する

ｔ

溶接姿勢

ｆ≧0.5mm（但し、ｔ≧15mm のとき

4mm とする）
ａ＞4mm の場合

Ｆ.Ｖ

ｔmm

溶接姿勢

ＧＣ

θ

45ﾟ

35ﾟ

35ﾟ

Ｇ t1 Ｌ

6 6 5

9 9

9 9 8

θ

45ﾟ

35ﾟ

Ｇ t1 Ｌ

6 6 5

9

9 9 8

45ﾟ 6

ｆ＝ｔ/4

6＜ｔ＜12

12≦ｔ≦19

　ｔ＞19

5 5

φ

 9

13

16

19

22

25

Ｂ

 7

 8

 9

10

11

12

Ｓ

5

6

7

8

4

4.5

寸法（mm）

Ｓ

ｔ

プレート

● フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

   溶接棒角度θは30ﾟ～40ﾟとする

１

スカーラップ部分は

回し溶接する

内ダイヤフラム

1
00
以

上

20以上

2
0
以
上

ガス抜き

φ＝20　

Ａ Ａ　断面

   余盛は（1+0.1Ｓ）mm以下とする

● AAG（ ）内は GC で F.H の場合

Ｆ.Ｖ

Ｆ.Ｖ

7

7

4

4

4

の角のＲに接しないこと

● 9mm～16mmは1ﾊﾟｽ以上､19mm以上は2ﾊﾟｽ以上とする

ＭＣ　ＮＧＣ

(e) 仮付溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

　　組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

（３） 完全溶込み溶接

6＜ｔ＜19mm

  ●鋼材種別による溶接条件

（２） 工作一般

溶接技能者は施工する溶接に適応するＪＩＳ Z3801（手溶接）又はＪＩＳ Z3841（半自動溶接）の

(b) 溶接機器

　　(ｲ) 交流アーク溶接機  300A～500A 　　     (ﾆ) 炭酸ガスアーク半自動溶接機

　　(ﾛ) アークエアーガウジング機（直流）　　　(ﾎ) 溶接電流を測定する電流計

　　(ﾊ) サプマージアーク溶接機１式　　　　　　(ﾍ) 溶接棒乾燥機

(c) 溶接方法

　　アーク手溶接 (MC)　　　　　　　　　　　　　　　　　 ガスシールドアーク半自動溶接 (GC)

　　セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接 (NGC)　　アークエアーガウジング (AAG)

(d) 溶接姿勢

溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

(f) 溶接施工

　　(ｲ) エンドタイプ

　　    Ⅰ)  完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

　　    　   エンドタブを取り付ける

　　    Ⅱ)  エンドタブの材質は、母材と同質とする

　　    Ⅲ)  エンドタブの長さは、MC：35mm 以上

　　    　　 NGC、GC：40mm 以上とし特記のない場合は、溶接終了後、母材より

　　    　　 10mm 程度残し切断して、グラインダー仕上げとする

　　    Ⅳ)  プレス鋼版タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

　　    　　 又は工事監理者の承認を得る

　　(ﾛ) 裏あて金

　　    材質母材と同質材料とし厚さは手溶接で

　　    6mm 、半自動溶接で9mm 以上とする

　　(ﾊ) スカーラップ　半径は 30～35mm と、10mm

　　    規準図の溶接においてAAGと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

　　    励行し、部材に確認マークをつける

　　    いためないように、養成を行う

（５） 塗装

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートの接触面で、コンクリートと

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

（１） スミ肉溶接

（２） 部分溶け込み溶接

（４） フレアー溶接

（１） 材料及び検査

(a) 構造設計仕様による

(b) 適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする

(c) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

(a) 鉄骨制作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

(b) 鋼管部材の分岐継ぎ手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

(c) 高張力鋼の歪矯正は、冷間矯正とする

（３） 高力ボルト接合

(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

（４） 溶接接合

(a) 溶接技能者

下向　Ｆ 立向　Ｖ 横向　Ｈ 上向　Ｏ

St1S

θ＝60ﾟ
S

G=0

Ｄ1

ｔ

S

Ｄ1

θ＝60ﾟ

仮付不良 良 仮付不良 良

仮付溶接

裏はつり側にする
開先面

エンドタイプ
ｔ

35mm以上

かつ2t以上

但し梁成がＤ＝150mm未満の場合の

スカーラップはｒ＝20mmとする

スカーラップ

ｒ＝30～35mm
ｒ

r10

r35

25mm以上Ｌ Ｌ

Ｒ≦2

θ

ｆ

Ｇ

ｔ

ｔ1

φ

Ｂ

θ

θ＝45ﾟ

ｔＲ≦2

ｆ

ｆ
Ｇ= 0～2 （裏はつり後裏溶接）

θ
Ｇ

Ｌ

ｔ

ｆ

Ｒ≦2

25mm以上

ｔ1

θ＝45ﾟ(55ﾟ)

2/3ｔ

ｆ
余盛りの高さmmのど厚ｔmm

Ｒ≦2 ｔ
1/3ｔ

ｆ

Ｇ=0～2

θ＝60ﾟ

θ＝45ﾟ
削り面

1

　平継手で板厚が異なるとき

5

ｔＲ≦2

ｆ

Ｇ=0～2

（裏はつり後溶接）

ｔ1
ｔ2

Ｇ=0～2

（裏はつり後溶接）

ａ

１

1
5
0以

下

80以
下

根巻の場合

内ダイヤフラム

あたらぬこと

エンドタブが互いに

20以上かつ

(注) ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長　(単位mm)

  ● ＢＯＸ型 （通しダイヤフラムの場合）
Ａ  －  Ａ  断面図

7
7

平面詳細

内ダイヤフラムの場合は柱

１ １
１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

スカーラップ部分は

回し溶接する

, ,

４

４

４ ４

４

４

  ●　　　             　型

鋼材の種類 溶接材料

JIS Z 3211,3212,3214

入熱（KJ/cm） パス温度差(°C)

４０以下 ３５０以下４００Ｎ級鋼

４9０Ｎ級鋼

JIS Z 3212,3214 ４０以下 ３５０以下

４０以下 ３５０以下

２５０以下３０以下

YGW-11,15

YGW-18,19

YGA-50W,50PJIS Z 3315

JIS Z 3312

YGW-18,19

YGA-50W,50P

YGW-11,15

JIS Z 3315

JIS Z 3312

１

●Ｂ.Ｈ方式

１
４

１

※

※

１

１

１

１

４ ※

４ ※

４

４

※

※

Ａ
Ａ

平面詳細

※ 全周すみ肉溶接又は突合せ（裏あて金付）

４

４

Ａ － Ａ  断面図

１

フランジが柱のＲに

接しないこと

θ
ｔ

４

ｔ＞柱フランジのプレート厚

θ＝75ﾟ～105ﾟ

溶接と添板の内側板

に注意のこと

大梁が斜めの場合は

1

1

内ダイヤフラム

● 柱が途中で折れる場合

   及び梁成が異なる場合

　　(ﾍ) 現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を

　　(ﾎ) 裏はつり

のダブルアールとする

　　(ﾆ) ノンスカーラップ工法

＊

①＊t>16mm場合の溶接は、②・又は③～⑤とする。 ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ厚は、接合する梁の最大厚の2ｻｲｽﾞｱｯﾌﾟ以上とする。

＜柱材料：BCR295,BCP325を使用する場合＞

ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑは、柱ﾌﾗﾝｼﾞ厚16mm未満の場合　SN490C　SN490B

柱ﾌﾗﾝｼﾞ厚16mm以上の場合　SN490Cを使用する。

鉄 骨 構 造 標 準 図（1）

図面変更 図面№設計

承認
外構

意匠

機械

構造

電気

№

　　   年   月   日

工　事　名

図　面　名 縮尺

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

一級建築士　　　登録　　第　207999 号

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦

一級建築士事務所登録 茨 第（A） 2399号（ 3007）

下妻市消防団(第1分団1部)詰所新築工事  

鉄 骨 構 造 標 準 図（1）
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タテカベプレート○ア 6

符  号 部     材

３．継手規準図、その他

(mm)

ボルト
呼  び

穴  径 最 小 標 準

18 40 28 22 40 40 60

22 50 34 26 40 50 60

24 55 38 28 40 55 60

26 60 44 32 45 60 70

押入筋構法 スライド構法

e e e
e e e

１ １

10 10

e e

P P

P P

P P

e e

１ １

ＴＹＰＥ－１ ＴＹＰＥ－２ フックボルト12φ

符  号 タイプ 部     材

ボルト止め構法 カバープレート構法

e P e e P e(SCSS-H97による）
5

e
P

P
e

(10) 梁貫通補強
5 ・計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。

e e
注）端部をBHとする場合の部材は設計図による ee

フランジ ウェブ
符  号 部     材

フランジ及ウエブ厚の差のある場合

リブプレート

(11)その他
ハンチ起点は避けた方がよい

ハンチ勾配は普通1：4程度であるが構造図による

Ｍ16

Ｍ20

Ｍ22

Ｍ24

(１) ボルトピッチ(Ｐ)、ボルト穴径・最小縁端距離

(２) ピン接合継手リスト

(３) 梁剛接合継手リスト

(４) ハンチ部の継手

(９) 頭付きスタッド(JIS1198)

ピッチ (Ｐ)

(１) (２) (３ )

最 小  縁 端 距 離 (ｅ)

〔注〕(１) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上ならばない場合の応力方向の縁端距離

(２)(３)の標準

      (２) せん断縁・主動ガス切断縁の場合の縁端距離

      (３) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

ＰＬ－(1) ＰＬ－(2) Ｎ－径

ＰＬ－(1) ＰＬ－(1)

ＰＬ－(2)

(
片
側

)
Ｎ Ｎ

Ｎ1(片側)

Ｎ2(片側)
ＰＬ－(3)

ＰＬ－(2)

ＰＬ－(1)
ＰＬ－(1)

ＰＬ－(2)

ＰＬ－(2)

ＰＬ－(1)

ＰＬ－(3)

Ｎ1-径ＰＬ-(2)ＰＬ-(1) Ｎ 2-径ＰＬ-(3)

Ｆt2

Ｆt2Ｆt1

Ｆt1

Ｗt1 Ｗt2

≧1mmフィラープレート併用のことＦt1-Ｆt2
Ｗt1-Ｗt2

(ｂ)形鋼ブレース

ＰＬ-(1) Ｎ-径 Ｌ

羽子板ボルト 形鋼ブレース
ｄ

長さ Ｌ

ｄ
1

1

1
Ｓ

7
Ｌ

t 15

ＰＬ－(1)

ｄ
長さ

ｄ
1

Ｓ
7 Ｌ

(７) デッキプレート

受梁へのかかり寸法および端部処理

梁上通しの場合
折曲加工既製品面戸(鉄板)

梁上切断の場合

スラブ端部の補足材 補足受材

1
50-200

50 30
150-400 6

150-400

300以下 600以下

Ｐ

Ｒ Ｒ

Ｒ

t
e
2

e1
e3

e1
e3

e
2

ＰＬ－6

≒
＠
60
0

ＦＢ－65×9 中ボルトＭ16

30°

(床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照)

梁との溶接およびコネクター

アークスポット溶接

16φ≒＠200

水平ブレース

e e e
e≧35mm

Ｎ

150-400

e e e e

あて板(鉄板) あて板(非金属)

Ｌ形鋼

e

1
50-400

50

ＦＢ－50×6

ＰＬ－1.6

ＰＬ－1.6 ＰＬ－3.2

Ｌ－50×50×6＠≦600e

1

(８) ＡＬＣ板取付け要領

縦壁構法

横壁構法

鉄筋9φ Ｌ＝1000 鉄筋9φ Ｌ＝500
ＡＬＣ壁パネル ＡＬＣ壁パネル

シーリング材

Ｌ－65×65×6以上

鉄骨梁 鉄骨梁

Ｌ－65×65×6以上

受け金物○ア 6

シーリング材

スライドハタ金物

鉄骨梁 鉄骨梁

フックボルト12φ

シーリング材

ＡＬＣ壁パネル

ＡＬＣ壁パネル シーリング材

カバープレート○ア 2.3

スタッド材
形状

Ｄ 軸径ｄ 頭径Ｄ 頭高さＴ 溶接後の長さＬ
呼び名

mm mm mm mm

Ｔ
13.0 22.0 10.0

φ13mm 50,80,100,130
12.7 25.4 7.9

ｄ Ｌ 16.0 29.0 10.0
φ16mm 80,100,130

15.8 31.7 7.9

19.0 32.0 10.0
φ19mm 80,100,130,150

19.0 31.7 9.5

22.0 35.0 10.0
φ22mm 100,130,150

22.2 34.9 9.5

スタッド材の標準形状・寸法

・梁端部(スパンのＬ/10以内かつ2Ｄ以内)は避ける

102φ 10

1

12
φ φ φ

1

プレート補強(片面又は両面) パイプとプレート補強(片面)

10 10

1φ

1

パイプ補強(小径の場合)

リブプレート補強

Ｄ

1

1

・φ≦0.4Ｄ

B1≦250 B1=300 B1=350(400)

150 60

175 70

200 80

250 100

300 110

外
Ｐ

Ｌ
-(
1
)
 
内
Ｐ

Ｌ
-(
2
)

外
Ｐ

Ｌ
-(
1
)
 
内
Ｐ

Ｌ
-(
2
)

外
Ｐ

Ｌ
-(
1
)
 
内
Ｐ

Ｌ
-(
2
)

350 140

400 170

70 140 70 (90)(90)40 150 40

1

35以上

エ
レ

ク
シ

ョ
ン
ピ

ー
ス

35以上

4

1

4 4

(SCSS-H97による）

Ｂ1

Ｂ2 Ｂ2

Ｂ1

Ｂ2 Ｂ2

Ｂ1

Ｂ2 Ｂ2

Ｂ1 Ｂ2

Ｎ1

Ａタイプ

4

以下とする

Ａタイプ使用は

柱Ｄ＝250mm

ＰＬ－(2)
ＰＬ－(3)ＰＬ－(3) ＰＬ－(2)

ＰＬ－(1)
ＰＬ－(1)

Ｂ≦150 Ｂ≦300

Ｎ2 Ｎ2

e e

p p

e e

Ｌ Ｌ1
0

1
0

e e

p p

e e

e e e p e
Ｐ
Ｌ

－
(3
)

Ｐ
Ｌ

－
(2
)

Ｐ
Ｌ
－

(
3)

Ｐ
Ｌ
－
(
1
)

Ｐ
Ｌ
－

(
1
)

e

e e

p p

4
5

p p

e eee

1
0

1
0

ＬＬ Ｌ1
0

e eee

p p

Ｎ1 4
5

Ｎ1p p

e e

e

Ｂタイプ Ｃタイプ

(５) 柱継手リスト

最 小

符  号 部     材

注 (1) e1、e2が確保されていれば形状は自由でよい

   (2) 羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断(支圧)接合とする

(６) 鉄筋ブレース

フランジ ウエブ

Ｎ1-径 Ｎ2-径ＰＬ-(1)ＰＬ-(2) ＰＬ-(3)

注)現場溶接は原則として超音波深傷試験を100％行う

(JIS規格品とする･･･JIS5540･･･1982／5541･5542･･･1993)

(ａ) 羽子板ボルト

ねじの呼び(ｄ) Ｍ12 Ｍ14 Ｍ16 Ｍ18 Ｍ20 Ｍ22 Ｍ24

最 大 10.81 12.65 14.65 16.33 18.33 20.33 21.99

10.64 12.46 14.46 16.11 18.11 20.11 21.77

調整ねじ長さ 100 115 125 140 150 165 175

13 17 17 21.5 21.5 23.5 21.5

(２) 35 40 45 50 50 55 50

へりあき
(１) 22 28 28 34 34 38 38(最小)

板 厚 4.5 6 6 9 9 9 9

へりあき
(１) 19 25 25 32.5 32.5 37.5 37.5(最小)

板 厚 4.5 6 6 9 9 9 9

47 52 59 66 66 73 70

40 50 55 60 75 85 85

種 類

ねじの呼び Ｍ12 Ｍ16 Ｍ16 Ｍ20 Ｍ20 Ｍ20

本 数 1 1 1 1 1 1 2

Ｓ

Ｒ

e2

t

e2

t

e3

Ｌ

軸径ｄ 1

調整ねじ長さ

取付ボルト穴径

は し あ き  (最小)

ボルト端から取付ボル
ト穴心のあき(最小)

溶 接 長 さ (最小)

切 板 製

平 鋼 製

取付ボルト

(２)

許容差+0. -0.5mm

e1

Ｍ22

ＪＩＳ Ｂ 1186 ２種高力ボルト (Ｆ10Ｔ) 又は

ＪＩＳ Ｂ 1180 中 8ｇ 10.9

鉄 骨 構 造 標 準 図 (2)

図面変更 図面№設計

承認
外構

意匠

機械

構造

電気

№

　　   年   月   日

工　事　名

図　面　名 縮尺

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

一級建築士　　　登録　　第　207999 号

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦

一級建築士事務所登録 茨 第（A） 2399号（ 3007）

下妻市消防団(第1分団1部)詰所新築工事  

鉄 骨 構 造 標 準 図 (2)
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ボルト孔

-2≦e1≦2

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

は21N/mm　以上とする。

普通コンクリートとし、設計基準強度

寸法X(mm)

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック

グラウト（グラウト材）を使用し

大きさは右図による。

ベースパック　型

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

約
３

０
ｍ
ｍ

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）

注入枠

角形鋼管

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

より施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

２/３　程度

３．構成部材・寸法

構成部材

柱脚の定着方法概要

ベースプレート アンカーボルト（Mアンカーボルト）

Mナット

定着座金

形状・材質 配筋

基礎立上がり

基礎工事

アンカーボルト据付け

配筋およびコンクリート打設

建方

アンカーボルトの本締め（弛み止め）

ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

注入口

注入座金

フレームベース

１．工法概要

２．柱

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

を行う。

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

図

ベ－スプレ－ト

適用板厚溶接

方法

ア

ク
｜

溶

接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

覆

被

下向き

下向き

低水素系被覆アーク溶接

CO ガスシールドアーク溶接

柱型寸法を標準から変更する場合は、

別紙「ベースパック柱脚工法における

柱型寸法最大・最小値一覧」による。

角形鋼管

65 基礎梁天端

あるいは

フーチング天端

立上り高さ

フープ筋

立上り筋

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差

-3≦e≦10
容

差

標
準
許

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

テ
ンプ

レ
－
ト

中
心
線

柱
心

柱
心

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型

　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

岡部株式会社 旭化成建材株式会社

１．１

１．２

３．１ ３．２

３．３

３．４

４．１ ４．２

４．３

６．１

６．２

６．３

６．４

６．５

６．６

３．５

３．６

３．７

F値295N/mm 以下

□-150×150 ～ □-300×300 用

TEL03（3624）5336 TEL03（3296）3515

2017年5月作成

角形鋼管
２

1 アン カ ー ボルト

2 注 入 座 金

3 Ｍ ナ ッ ト

4 ベ ー スパ ックグラウト (グラウト材)

5 定 着 座 金

6 テ ン プ レート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

a

寸法(mm)

ベースプレート

t≦12□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

φ4550

45

50

50

55

55

50

60

50

50

50

310

310

80

360

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

本数-呼び
配筋

(mm)

550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

アンカーボルト柱

外径

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340

寸法W(mm)

150

180

140

135

135

135

135

150

150

135

150

135

150

150

J寸法

(mm)l1 l2

200

230

260

260

t

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

d(mm)

ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

A

A

A

A

C

寸法D(mm)

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

80

80

80

A

A

A

C

C

C

190

l3

-

-

-

-

-

-

-

ｱﾝｶｰ

-

-

-

-

-

-

710

740

-

640

710

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

特C

設計基準強度

標準ﾌﾚｰﾑ 標準ﾌﾚｰﾑ

フレームベース

標準ﾌﾚｰﾑ

基準強度採用 ベースパック
記号

立上り筋 フープ筋特C 特C

-

-

-

-

-

-

300

-

370

370

400

フレームポスト間

AB

(e
)

120 X b

L L

120 X 50

d d

a2

d

a1

c

Ｄ

Ｄ

50x

50

J
30

以
上

90
h寸

法

W

50
50x

W

J
30

以
上

90
h寸

法

a

l1
l2

l3
l2

l1

a

l1 l1

l1
l1

l2

l2

d

a

l1 l2 l3 l2 l1

50 50W65

50
50

W

50 50W

50
50

W

150以上

30
90
以
上

g1

g
1

g2

g1

t

t

113

50 50W

50
50

W

76

7
6

50

50x

W
J

30
以

上
90

h寸
法

a

A B (e) 呼び

22 41 47

24 46 53

26 50 58

29 55 64

128 45

60

650

133695

95,140

55 9 28

55 31

60 34

65 12 37

9

9

45

45

60770 130

45

45

M33

M36

35 110 18 34

M27

M30 31

28

10132

32 101

18

18

110

45

42

42

35 45 18 37

31 60 69

60 98,135

80 12 40

M39 11838 48 18 40

55 32

60 35

65 38

9

9

9

168

173

178

490

490

490

490

490

d

tt

d

t

適用

適用

適用

アンカーボルト
材質

アンカーボルト 材質

アンカーボルト

呼び名
異形部 注1) 注1)

呼び名
異形部

２

1.0～1.1

最低h寸法

7

9

6

7

2

2

2

2

α1：45

α1：35

α1：45

α1：35

6～

6～

T

R

G1
α

2

1

3

10
3 2

4

1

5

9

3

7

8

6

10
3

2

5

9

4

1

8

7

3

※トップフープはダブルとする

（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-16」（平成28年9月16日付）

施工

設計

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

(注)上記 6 ～  9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

235

295

F値(N/mm  )２ 鋼種 採用

TSC295

STKR400

BCP235

BCR295

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

15-12V

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

材質
板厚

(mm)

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

形状

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36

(N/mm  )2

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490 12-D22

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

(N/mm  )2

PM27

PM30

PM33

PM36

PM39

M30

M33

M36

M27

M30

M33

M36

M39

SN490B
●材質 ●形状

●コンクリ－ト

●鉄筋

SD295(D13,D16)

SD345(D19,D22)

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

T(mm)

ルート面R(mm)

許容差標準値標準値標準値 許容差 許容差

【JIS G 3136】

許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。

呼び
d

M27

M30

M33

M36

M39

D29

D32

D35

D38

D41

690,735

770,810

基準強度
(N/mm )2

呼び

M36

M33

M30

d
基準強度
(N/mm )2

490

490

490

695

720

770D38

D32

D35

L X b L X

t dg1

g1 g2 t d

a1 a2 c t d

ルート間隔G(mm) 開先角度α1( °) 溶接

姿勢

記号

コンクリート柱型

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合 ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

i) Aタイプ ii) Cタイプ iii) 特Cタイプ

< Aタイプ > < Cタイプ 　> < 特Cタイプ >ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

形状（ハ）形状（イ）

単位 mm

単位 mm

単位 mm 単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

e
1

e1

e1

M27

M30

M33

M36

M39

300

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

260

260

290

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

320

210

210

240

270

260

210

210

※

SS400

SS400

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+∞
(-3,+∞)

-2,+1
(-2,+2)

-2,+1

-2,+1
(-2,+2)

(-2,+2)

(-2,+2)
-2,+1

-2.5,+∞
(-5,+∞)

-2.5,+∞
(-5,+∞)

鋼種溶接方法
板厚(mm)

SN490B

SN490B

t＜32 32≦t＜40 40≦t≦50

50 ℃

予熱なし予熱なし

50 ℃予熱なし

予熱なし

d d

d

図面変更 図面№設計

承認
外構

意匠

機械

構造

電気

№

　　   年   月   日

工　事　名

図　面　名 縮尺

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

一級建築士　　　登録　　第　207999 号

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦

一級建築士事務所登録 茨 第（A） 2399号（ 3007）

ベースパック柱脚工法　標準図

ベースパック柱脚工法　I型　標準図

下妻市消防団(第1分団1部)詰所新築工事
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レ レ

４
０

２
８

１８５

耐火仕様の配筋

開口部補強案

（Ｄ１０－＠２００）
溶接金網又は異形鉄筋

（Ｄ１０－＠２００）

注2)

 □ 溶 接 金 網
 □ 異 形 鉄 筋

 □普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート

□φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００
　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

 その他：

□

ＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５

 種  　　　     類

 □ 無    □ 有 

 □６０　□７０　□８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　）ｍｍ

2 設 計 基 準 強 度

□そ　　の　　他

 □１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 □指定なし

単　純　支　持

そ　　の　　他

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ａw ＝（　　　　）mm

□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)

□無し(                                     )

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。

大梁

大梁上 大梁上

Ａw

１.２　  　　　４,９００
板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)

１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)

焼抜き栓溶接

フラッシング ハンガー金具

13
.5

Ｗ（１００～２５０） ２５

クローサー
（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）

材料／コンクリート

材料／溶接金網・異形鉄筋

接　　　合

耐　　　火

特　　　記

アクセサリー

［ISO 9001認証取得］

焼抜き栓溶接

□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]

敷込み仮止め溶接

墨　出　し

１）頭付きスタッド

（４）溶接工の資格

（５）手順・要領

施工順序 敷　込　み

耐　火　仕　様

注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。
注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

注５）許容積載荷重Ｗ　算出式

注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。

コンクリート厚さ

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＱＬデッキ

３
０

３
０

４
０

耐火補強筋 Ｄ１３

耐火補強筋 Ｄ１３

３０ ３０

普通コンクリート

普通又は軽量コンクリートまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

又は頭付きスタッド
ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

コンクリート厚さ

※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。

３
０

焼抜き栓溶接、打込み鋲

コンクリート厚さ

ＱＬデッキ

３
０

３０

５０

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

普通又は軽量コンクリート

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

１５０ ８５０

スパン スパン

端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

焼抜き栓溶接、打込み鋲
又は頭付きスタッド

【単純支持合成スラブ】

【連続支持合成スラブ】

耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

床、１時間耐火

床、２時間耐火
FP120FL-9113

FP060FL-9101

FP120FL-9113

FP060FL-9101

床、２時間耐火

床、１時間耐火

FP120FL-9107

FP060FL-9095

床、２時間耐火

床、１時間耐火

２.７

　：支持スパン（ｍ）

検　　　　査

柱廻りの補強例

大梁上の補強例

[2]施工上の留意点

[1]設計上の留意点

Ａ部

梁耐火被覆

壁

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

Ｃ部

溶接金網又は異形鉄筋

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

Ａ部

壁
コンクリート クローサー

溶接金網又は異形鉄筋

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

□事前検査

□溶接後の外観検査

□不良部の補修

Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。

【そ　の　他】

Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

1) 検流計での計測

ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。
　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接
2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、

1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無
3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3

【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】

(参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項

補強筋D10@200

400mm以上

柱

400mm以上ひび割れ

ＱＬデッキ

ひび割れ

補強筋(D13)

柱

ｄ部

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

１０１０
フラッシング耐火補強筋

ｃ部

普通コンクリート

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

１０

ＱＬデッキ

４
０

ｂ部

溶接金網又は異形鉄筋
普通コンクリート

３０３０耐火補強筋
ＱＬデッキ

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

ａ部  左図円部詳細

３０

釘

３０

梁型枠

釘

クローサー
釘

ＱＬデッキ

ａ部

普通コンクリート

３０

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

ＱＬデッキ

１５０
梁にのみ込み３０ｍｍ

クローサー

ｅ部  柱廻り（ａ－ａ断面）

柱型枠

フラッシング

 柱廻り納まりｅ部

梁幅

梁幅

ａ ａ

ＱＬデッキ

３０ｍｍのみ込み

１０ｍｍ以上

Ｂ部

コンクリート

梁耐火被覆

又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下
溶接金網

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

Ｂ部

梁耐火被覆

梁耐火被覆用面戸

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

ｃ部

３０ｍｍ以上

 ブラケット支持

  A)開口間隔≧３×開口径

開口補強筋Ｄ１０

B)開口間隔＜３×開口径

開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０
耐力補強筋 ２）に準ず

C)開口が連続している場合

2)又は3)に準じて補強を行う
仮想開口

Ｌ

ｗ
２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下

１）開口がφ１５０程度の場合

開口部

ｗ
開口補強筋Ｄ１０

ｗ

≧４０･Ｄ

Ｌ

開口補強筋Ｄ１０耐力補強筋

開口補強筋Ｄ１３

小梁補強

開口部

ｗ

Ｌ

３）ｗ＞600mmの場合

コンクリート箱抜き
コンクリート硬化後

Ｍ
ａt＝ 耐力補強筋

ｆt･ｊ

ａd又はａtの大きい方

異形鉄筋の重ね代Ｌ2：４５Ｄ以上

Ｄ部

コンクリート
溶接金網又は異形鉄筋

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

Ｄ部  梁との間に隙間がある場合

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

梁耐火被覆

又は打込み鋲

Ｆ部

（フラッシング）現場切断

φ４－１３　＠６００以下

Ｅ部

梁耐火被覆
クローサー

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

Ｇ部

柱

梁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

スラブの配筋

ＱＬデッキ横筋

Ｌ1

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上
φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上

３
０

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下

Ｌ2

３
０

耐火補強筋Ｄ１３

連続支持
合成スラブ

１５０ｍｍ以上

溶接金網又は異形鉄筋

耐火補強筋Ｄ１３

４
０

コンクリートのかぶり４０ｍｍ

スペーサー＠１.０ｍ以下

注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。

Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

Ｃ

外周部大梁

外
周

部
大
梁

開口部
Ｈ

小
梁 Ｂ

Ａ

大梁

ｃ

ａ

大
梁

小
梁

ｂ

大
梁

Ｄ
柱

ｄ
Ｅ

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

耐火補強筋

耐火補強筋

１５０ １５０ＱＬデッキ(単純支持)

ＱＬデッキ(連続支持)

Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合

１５０

８５０

ＱＬデッキ

 支 保 工 有 無

スペーサー

材料／デッキプレート

ＪＦＥ建材
株式会社

標　　準　　納　　ま　　り

設　　　　　　計

施
　
　
　
　
工

Ｇ

Ｆ

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント

ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様で
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された
　　場合の切断された耐火補強筋の本数

付帯条件
 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。

・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。

　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。

溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ

      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。
    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)

       ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm
       高性能ＡＥ減水剤

       単位水量　175リットル/ｍ 以下
    1)水セメント比を小さくする。

    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。

    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

    1)小梁の剛性を大きくする。
    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)

3

      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを
      アークスポット溶接するのが望ましい。

    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。
40
d

10
0m
m

開口部
１スパン

2コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照
2

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

５,４００N/m 以下

５,４００N/m 以下

４,４００N/m 以下 注2)

2 注2)９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００
９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
２ 2

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
２ 2

JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

右の１～４の順に行う。

 柱廻り

ＱＬデッキ

１５０

溶接金網敷込み

コンクリート打設

検　　査

３）焼抜き栓溶接
２）打込み鋲

DＱ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)
Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ

「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。
１.５Ｑa

Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
ＱD

（ □１種　　□２種 ）

2

普通コンクリート

普通コンクリート φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０
算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

溶接金網又は異形鉄筋

溶接金網または異形鉄筋
梁に定着

ＳＲＣ梁

打込み鋲 ＠６００以下

溶接金網又は異形鉄筋
（梁に定着）

アークスポット溶接 又は

耐火補強筋

ＱＬデッキ

部
開口

端部補強筋

耐火補強筋 Ｄ１３

溶接金網

耐火補強筋 Ｄ１３ ＱＬデッキ ５０

合成スラブ
単純支持

耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）2

耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ2

φ４－１３　＠６００以下

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

３.４

軽量コンクリート

普通コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

（Ｄ１０－＠２００）
溶接金網又は異形鉄筋

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５

デッキプレート種類　　 　　　板厚(mm)                   表　面　処　理

１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間
 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７連　続　支　持

注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装

１スパン           １スパン            １スパン           １スパン２スパン                               ２スパン

２スパン                     １スパン

見なし、その開口部の大きさにより、
連続する開口の開口群(仮想開口)と

１５０  ８５０ ８５０  １５０

スパン                      スパン

スパン                      スパン

ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。

クローサー

この部分の小口は塞がない！

□ＧＫＸ-５０
□ＧＫＸ-７５ □1.6

□1.2

□1.6

□1.2
ＱＬデッキ　
□ＱＬ９９-５０

□ＱＬ９９-７５

ＱＬセルラー

(単純支持)

耐火補強筋が必要。

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 2

※ 2

※ 2

※ 2

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁

Ｄ１３、長さ１.０ｍ

(連続支持)

ｅ

ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。

になるようレベル保持し、全面に配筋する。

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。

※ 2

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁

端部加工
□ｴﾝｸﾛ有り
□無し

　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　 　材　　質　　

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）
　高さ確保用。）
（ワイヤーメッシュの（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）

ＱＬデッキ高さ

ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ高さ

耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向

 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向

φ４－１３　＠６００以下
すみ肉溶接又はドリルねじ

すみ肉溶接又はドリルねじ
φ４－１３　＠６００以下

ＱＬデッキ切断、柱へののみ込みなし

ＱＬデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなし

ＱＬデッキ受け材

 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向

ＱＬデッキを切断

コンクリート止め 木材等

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２

現場切断（ＱＬデッキ）

ＱＬデッキ受材FB65×6等
(APWの場合 FB65×9等)

 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向

すみ肉溶接又はドリルねじ

 ＱＬデッキを連続にした場合

 ＱＬデッキを突き合わせた場合 外周梁 ＱＬデッキ幅方向

 ＱＬデッキを離した場合

・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、
・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

QLデッキと梁との接合

デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

 厚さ(QLデッキ山上)

亜鉛めっき Ｚ２７限定

(1)QLデッキ相互の嵌合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況

QLデッキ受材

柱廻りＱＬデッキ切欠き

すみ肉溶接
又はドリルねじ

QLデッキ端部  小口塞ぎ

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)

納期が必要ですので
事前にご相談下さい。

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合

□亜鉛めっき     　　　　   [ □Z12　 □Z27 ]

 　　ように敷込む。

 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。

 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、
 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。

 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。

　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚

鉄骨梁の場合

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合

ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、

(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）
 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり
 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。

 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代
 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０
 　　ｍｍあることを確認する｡

 ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る

 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ
ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。

□焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による
□打込み鋲      　 接合箇所は特記による

各長さ・ピッチは特記による　JIS B 1198□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２

２）打込み鋲 ３）焼抜き栓溶接

梁フランジ板厚：６mm以上
溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

（１）溶接機

（２）溶接棒

交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で
棒径４mmφのもの

（３）標準溶接条件 QLデッキ板厚

１.２ｍｍ

１.６ｍｍ

梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）
３.０～４.０×１度打ち
３.０～４.０×２度打ち

３.５～４.５×１度打ち
４.０～４.５×２度打ち

３００～３２０
３００～３２０

３００～３２０

３００～３２０

３３～３５
３３～３５

３４～３６

３４～３６

６～９ｍｍ未満
９ｍｍ以上

６～９ｍｍ未満

９ｍｍ以上

アーク手溶接 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ ＣＯ2アークスポット溶接

発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ
（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ
（３）標準溶接条件：下表

４     整　　形

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。
溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き

なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。
溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を

１    アーク発生

３  押し込み・溶着

工　　程                 手　　順　・　要　　領

QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を
QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。

溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、
２  QLデッキ焼抜き

１）頭付きスタッド
　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。
　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。

　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の
　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。

　 　　日本ヒルティ(株)、　日本ドライブイット(株)

径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。

５０ｍｍ以上

５０ｍｍ以上

200ｍｍ以下

５０ｍｍ以上

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 　         コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）2

支　持　梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　 コンクリート：設計基準強度18N/mm 以上の普通コンクリート
耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

2

Ｓ梁

Ｓ梁

鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕

Ｂ・Ｈ部  ＱＬデッキを離した場合

ＱＬデッキ
クローサー

耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照

レ レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ レ

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

図面変更 図面№設計

承認
外構

意匠

機械

構造

電気

№

　　   年   月   日

工　事　名

図　面　名 縮尺

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

一級建築士　　　登録　　第　 207999 号

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦

一級建築士事務所登録 茨 第（ A） 2399号（3007）

下妻市消防団(第2分団2部)詰所新築工事  

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

022



1019610-000000 下妻市消防団　第一分団1部　詰所　新築工事  伊田テクノス　株式会社

１．工　事　概　要

本地業は、セメントスラリーを用いたスラリー系機械攪拌式深層混合処理工法による地盤改良地業である。

この工法は、セメント系固化材を原地盤と攪拌混合し、原地盤をコラム状に固化する地盤改良を行うものである。

２．一　般　事　項

本地業は、本特記仕様書によるほか、「改訂版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」（以下指針という）及び

スリーエスG工法　品質・施工マニュアルによる工事を行う。

３．特　記　事　項

(1) コラムの径、掘削深度（改良長＋空掘長）、本数配置等は設計図書による。但し、コラムの径・長さ・本数・位置及びセメントスラ

    リーの配合等について土質や地盤状況により変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認の上に変更することができる。

(2) コラム設計基準強度はFc=700kN/㎡とする。

(3) 設計の要求する性能を確保するため、適切な配合管理、施工管理および品質検査を実施する。

(4) セメントスラリーを用いた機械攪拌式深層混合処理工法のスリーエスＧ工法協会に所属する会員とする。

(5) 工法の選定は、(財)日本建築総合試験所における性能証明を有する工法を選定する。

    　　①変動係数25％が砂質土、粘性土、ローム地盤で採用できること。

    　　②小規模建築物に対する品質管理が規定されていること。

    　　③材齢７日強度で合否判定が可能であると認定されていること。

(6) 品質及び施工管理は、スリーエスＧ工法品質・施工管理マニュアルに基づいて行うものとする。

４．施　工　計　画

工事に先立ち、施工計画書を監査員に提出する。施工計画書は次の事項を明記する。

(1) 地盤概要                                                                 (5) 施工機器及び仮設設備と配置

(2) 工事内容（コラム径・コラム長・空掘り長・コラム数・設計基準強度）         (6) 配合管理・施工管理・品質管理の方法

(3) 工事期間及び工程                                                         (7) 建築技術性能証明書

(4) 工事要領（使用固化材・配合・攪拌翼の昇降速度・吐出量等）                 (8) その他、必要事項

５．施　工　機　械

(1) 攪拌翼はセメントスラリーと原位置土を確実に攪拌混合するための共回り現象を防止する攪拌装置を装備すること

(2) 攪拌翼は上下にセメントスラリー吐出口を設け、掘削時に下吐出口から引上げ時に上吐出口からセメントスラリーを吐出可能な

    吐出切替構造であること

(3) 所定の施工管理項目の計測及び記録ができる管理装置を用いること

(4) 改良機本体は本工事の施工仕様を満足させる施工制御機器を装備したものでリーダー付及び自走式タイプであること

(5) ミキシングプラントは所定吐出量を十分供給できる能力を有していること

６．配　合　試　験

(1) 本工事に先立ち現場から試料土を採取して、所定の室内配合試験を実施し、所要の強度が得られるよう配合条件を決定する。

試験名 室内配合試験

試料箇所数 1箇所

７．配　合　管　理

(1) セメントスラリーに使用する固化材は、セメント又はセメント系固化材とする。

(2) 配合強度

    配合強度Xfは設計基準強度Fcの1.7倍に設定する。

Xf　＝　Fc×1.7

      Xf ： 配合強度(kN/㎡)

      Fc ： 設計基準強度(kN/㎡)

(3) 配合量（固化材量とW/C）

    室内配合試験の結果あるいは過去の工事実績に基づいて、配合強度を満足するように決定する。

Xl28　＝　Xf／αf

      Xl28： 室内配合強度(28日強度)(kN/㎡)

      Xf  ： 配合強度(kN/㎡)

     αf  ： 現場／室内強度比（強度比0.65；実績より）

Xl7　＝　（Xf／αf）／σ7

      Xl7 ： 室内配合強度(7日強度)(kN/㎡)

      Xf  ： 配合強度(kN/㎡)

     αf  ： 現場／室内強度比（強度比0.65；実績より）

     σ7  ： 材齢28日／材齢7日強度比

    室内配合試験(3日強度：Xl3)により決定する場合は、Xl7を材齢7日／材齢3日強度比で割った配合強度とする。

暫定配合量350(kg/m3)、Ｗ/Ｃ＝70％   　【最終的には配合試験により決定する。】

８．品　質　検　査

(1) 検査対象群、検査対象層及び調査箇所数。

① 設計対象層は最弱層とし、砂質土、粘性土、ロームの土質区分では（ローム）とする。

②設計対象層(最弱層)の深度は、GL-(1.00 ～ 5.00m)付近とする。

表１．調査箇所数

項　目 採取部位 採取箇所数 備　考

小規模建築物に
おける品質検査

頭部モールドコア

深部モールドコア

1箇所

1箇所

材齢　７日

材齢　７日

注) 深部モールドコアにおいて、Xi7＜Fcの場合は、材齢28日強度を確認する。

　　頭部モールドコアの抜き取り数は、改良体100本に1箇所以上とする。

(2) メーターサンプラーによる品質管理

    設計対象層に対しメーターサンプラーにてサンプリングを行う。

    改良部の連続性、土塊混入状況、及び不良率の確認をフェノール試験、指圧試験により行う。

    ただし、現場状況等によりメーターサンプラーによるサンプリングが困難な場合は、深部モールドコアを1箇所追加し、計2箇所

    でサンプリングすることによりメーターサンプラーの代用を行う。

    高温養生（60℃）による材齢1日圧縮試験を行う。

    これらにより、健全な品質を確認しモールドコア試験を実施する。

(3) 合否の判定

① 抜き取り１箇所に対して３個の供試体を採取する。

② 合否の判定はn個(コアの個数)の一軸圧縮試験結果が、下式を満足する場合を合格と判定する。

Xi ≧ Fc

Xi ：検査対象層より採取した個々のコアの一軸圧縮強さ（材齢7日）（1 ≦ i ≦ n）（kN/㎡）、

　（もしXi7＜Fcの場合は、Xi28≧Fcを確認する。）

Fc：設計基準強度（kN/㎡）

n ：コアの抜き取り個数

i ：個々の供試体

９．工　事　報　告

　　工事完了後、次の項目について報告書をまとめ、監督員に提出する。

① コラム伏図及び番号

② コラムの施工日

③ コラムの径及び改良長

④ 掘削深度

⑤ 固化材の配合と使用量

⑥ モールドコア圧縮強度試験結果
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ス リ ー エ ス G － cube 工 法 特 記 仕 様 書　[GBRC性能証明 第07-21号改2]

地盤改良特記仕様書
スリーエス G-cube工法
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図面変更 図面№

外構

意匠

機械

構造

電気

№設計

承認
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軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦

一級建築士　　　登録　　第　207999 号

令和     年     月     日

工　事　名

図　面　名 縮尺 一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（0507）

下妻市消防団１－１詰所新築工事

1/200

0207

電気設備配置図
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wh

電灯分電盤　30Ａ6回路

引込位置については、電力会社打合せの上施工のこと
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防火貯水槽

1
,
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４台

延べ面積：68.00㎡
建築面積：38.00㎡

1,
0
0
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駐車場

４台

最高の高さ2.70m

法42条1項1号道路

+300

+100

±0.0

+300

-200

-200+300
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県道上町・停車場線

既存建物
物置

プレハブ造

建、延)8.70㎡

公共桝

電 気 設 備 配 置 図 　 1/20 0



図面変更 工　事　名

図　面　名

図面№

縮尺

設計

承認

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦 外構

意匠

機械

構造

電気

№

平成     年     月     日

一級建築士　　　登録　　第　207999 号 １／５０

一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（2507）

29 7
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5,000

１階庇

階 段 室
10

15

16

17

18

4.32㎡

DN

階
段

手
摺

CH=2,400

団員詰所（事務室）

1,3503,650

物 入

22.99㎡
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ｶﾞﾗｽﾄﾞｱ（欄間付）
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階段下物置

収納棚３段

ＷＤ-２

1,3503,650
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便所【FL=GL+50】
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5,000

Y1 Y2
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下妻市消防団（第１分団１部）詰所新築工事
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Ａ

Ａ
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2ET

2ET（電子レンジ用）
FL+1500
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ET（冷蔵庫用）

20A

AC用

機械設備工事支給品

２４Ｈ専用スイッチ

Ｂ

3

Ｇ

Ｈ
イ

取付高Ｈ＝6500

電灯・コンセント図

031



図面変更 工　事　名

図　面　名

図面№

縮尺

設計

承認

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦 外構

意匠

機械

構造

電気

№

平成     年     月     日

一級建築士　　　登録　　第　207999 号

一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（2507）

7

１／１５０照明器具姿図

照明器具姿図

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

Ｉ

電圧１００～２４２Ｖ

ＬＥＤ＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞

ＬＥＤ１０Ｗ　スポットライト

電球色、器具光束２５０ｌｍ、防雨型

電圧１００Ｖ

ＬＥＤ赤色表示灯

パナソニック　ＮＮＦ２０２４１

防雨型　電池内臓型

032

定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

パナソニック　直付ＸＬＸ４５０ＡＥＮＫＬＥ９相当品

ＬＥＤ直付型４０形Ｄスタイル　Ｗ１５０

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

パナソニック　直付ＸＬＸ２１０ＡＥＮＬＥ９相当品

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

一般タイプ、１６００ｌｍタイプ

ＬＥＤ直付２０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

片反射笠アダプタ付

ＬＥＤ直付型４０形iスタイル

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

パナソニック　直付ＸＬＸ４５０ＮＥＮＺＬＥ９相当品

ＬＥＤダウンライト　１００形　
Ｌ

５０

拡散タイプ

埋込穴φ１５０、埋込高９８

電圧１００～２４２Ｖ

ＬＥＤ＜ワンコア（ひと粒タイプ＞、軒下用（防雨型）

拡散タイプ、器具光束８５０ｌｍ

パナソニック　ＮＤＷ１６６１０ＬＥ９相当品

ＬＥＤダウンライト　コンパクト形蛍光灯ＦＤＬ２７形器具相当

パナソニック　ＬＧＷ４５０３０ＢＫ相当品

可動範囲上下８０度、回転方向３３０度

パナソニック　ダウンライトＸＮＤＮ１０３８ＷＮＫＬＥ９相当品

パナソニック　ＮＮＹ２４８６５ＬＥ９

ＬＥＤスポットライト　ＣＤＭ－Ｔ１５０形相当

昼白色、光束：５６００ｌｍ

フロント＆ワイド配光タイプ、防雨型

消費電力６０．６Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

29 下妻市消防団（第１分団１部）詰所新築工事



図面変更 図面№

外構

意匠

機械

構造

電気

№設計

承認
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軽 部 建 築 設 計 事 務 所
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一級建築士　　　登録　　第　207999 号

令和     年     月     日

工　事　名

図　面　名 縮尺 一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（0507）

下妻市消防団１－１詰所新築工事
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機械設備配置図
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最高の高さ2.70m
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公共桝

市営水道より給水

止水栓量水器(貸与)

機 械 設 備 配 置 図 　 1/20 0



図面変更 工　事　名

図　面　名

図面№
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設計

承認
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軽 部 建 築 設 計 事 務 所
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一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（2507）

令和     年     月     日07 04 下妻市消防団（第１分団１部）詰所新築工事
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7 下妻市消防団（第１分団１部）詰所新築工事
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図面変更 工　事　名

図　面　名

図面№

縮尺

設計

承認
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軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦 外構

意匠
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№

平成     年     月     日

一級建築士　　　登録　　第　207999 号 １／５０

一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（2507）

29 7

１ 階

1.

2.

3.

注） 排気ダクトは外壁より１ｍ迄防露材巻き施工とする。

※の換気扇は「シックハウス対象換気扇」を示す。

は、シックハウスの気流を示す。

OA
（防虫網付）（P-23GLF5）

給気口200φﾌｨﾙﾀ付ー常開+SUS深型ﾌｰﾄﾞ

【凡例】

天井扇

パイプファン

換気扇

亜鉛鉄板製ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ
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２ 階
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(防虫網付)
SUS深型ﾌｰﾄﾞ200φ

（24時間用）※1

24PF

ｴｱｺﾝｽﾘｰﾌﾞ（ｸｰﾗｰｷｬｯﾌﾟ設置）
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3
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換 気 扇 平 面 図

下妻市消防団（第１分団１部）詰所新築工事
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図面変更 工　事　名

図　面　名

図面№

縮尺

設計

承認
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軽 部 建 築 設 計 事 務 所
茨城県下妻市大字下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦 外構

意匠

機械

構造

電気

№

平成     年     月     日

一級建築士　　　登録　　第　207999 号

一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（2507）

7

N.S機 器 表

設置場所 衛生器具名称 仕様 員数

衛生器具表（同等品以上とする。）

トイレ

ｺｰﾄﾞ参考ﾒｰｶｰ参考形式

腰掛便器 CS 220 B TOTO 158 1

1

ﾄﾙﾈｰﾄﾞ洗浄、防露式ﾛｰﾀﾝｸ（手洗付）SH221BAS、

紙巻器 YH51R

２階団員詰所（事務所） 流し台 LIXIL 間口150㎝　サンファーニ　<ティオ>

フロアユニットベーシック（１段引出し）　加熱機器なし

フロアキャビネット　ＨＹＮＫ５Ｎ　Ｓ15

ステンレストップ

扉シリーズ　034シリーズ

シングルレバー水栓　ＳＦ-ＨＥ421ＳＹＸＪＧＥ

13φF7

屋外 不凍栓付水栓柱 L=1200、合成樹脂製

符号 名称 仕様 員数換気機器表　（50HZ)  同等品以上とする。 参考形式（三菱） 取付場所

24PF-1 （24時間）

天井扇

パイプファン 1-100V-1.7W-62m3/h（パイプ長10m時）

（低騒音型）1-100V-20W-140m3/h（パイプ長20m時）

SUS深型フード（網付）100φ

SUS深型フード（網付）100φ

ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁP-10SWL2 1

1VD-15 ZPC9（150m3/h型）

換 気 扇 　 機 器 表

団員詰所（事務室）

DF-1 トイレ

シックハウス対策による法規制（常時２４時間換気設備の検討） ※24時間専用スイッチ（カバー付）を使用する。

換気回数

０．３＜ＯＫ

設計換気扇

名称

符号排気機による

排気量ｍ3/ｈ

給気量ｍ3/ｈ室名

換気範囲

形式 （三菱）
備考

階別

ｍ2

床面積

ｈ

平均天井高 換気

種別

気積

ｍ3
（小数点第3位切捨）

２階 団員詰所（事務室） 2.40 3 24PF-1 パイプファン

29

22.99 55.17

1

1

26 0.47 V-06PLD2 ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁP-11SWL21-100V-1.7W-26m3/h（パイプ長10m時）

V-06PLD2

万能ホーム水栓

研ぎ出し流し台

下妻市消防団（第１分団１部）詰所新築工事
037

W550*D500*H170　ﾌﾞﾛｯｸ土台共



図面変更

図　面　名

図面№

縮尺

設計

承認
外構

意匠

機械

構造

電気

№

1/50電動式ホース乾燥塔

ボルト・全て S U S とする

* 特記無限り・溶融亜鉛鍍金とする
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工　事　名

電動ワイヤロープ式　軽量・防雨型　最大荷重200㎏・標準揚程20ｍ［VX-200同等］

令和　    年     月     日３ 下妻市消防団　第４分団第３部詰所　新築工事　
033

ＦＡＸ　０２９６－４４－５６４３ＴＥＬ　０２９６－４４－３３８０　

軽 部 建 築 設 計 事 務 所

一級建築士　　　登録　　第　207999 号

一級建築士事務所登録 茨 第（A）2399号（3007）

茨城県下妻市下妻丙４７番地　　　軽　 部　 守　 彦


